
　　局地的な大雨に対する下水道管施設内作業の安全に関する特記仕様書※３ 令和7年5月30日

　　道路構造物標準図集

　　溶融噴射式路面カラー塗装に関する特記仕様書

　　横浜市道路掘削跡復旧工事標準仕様書

　　河川標準構造図

　　ワンデーレスポンスに関する特記仕様書

　　１日未満で完了する作業の積算に関する特記仕様書

　　デジタル工事写真の小黒板情報電子化に関する特記仕様書

　　余裕期間に関する特記仕様書

　　損害補償業務特記仕様書

　　管内一円工事特記仕様書

令和6年4月1日

令和7年10月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

　　工事に伴う境界標及び公共基準点等に関する特記仕様書

　　快適トイレの設置に関する特記仕様書

別紙

横浜市ウェブページを参照※
２

横浜市ウェブページを参照※
４

令和6年4月1日

令和3年4月1日

平成27年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和3年10月1日

令和6年4月

令和6年4月

令和6年4月1日

令和7年7月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和6年4月1日

　　管きょ更生工法（複合管）特記仕様書

　　取付管更生工法（自立管）特記仕様書

令和6年4月

令和6年4月

令和6年4月

令和6年4月

令和6年4月1日

令和6年4月1日

　　安全管理指定工事特記仕様書

　　個人情報の保護に関する特記仕様書

　　下水道修繕工事特記仕様書

　　取付管接続受託下水道工事特記仕様書

　　工事完成図書の電子納品に関する特記仕様書

　　管きょ更生工法（自立管）特記仕様書

　　マンホール鋳鉄ふた特記仕様書

　　土木コンクリート構造物の品質確保における特記仕様書

　　契約後VE方式の実施に関する特記仕様書

　　中間技術検査に関する特記仕様書

　　あと施工アンカー特記仕様書

　　下水道管きょ工事仕様書

　　横浜市下水道設計標準図（管きょ編）

　　マンホール接続部使用表

　　マンホールと本管接続部の耐震施工仕様書

仕様書等 改定年月日 備考

　　施工条件の明示 別紙－１

仕様書（横浜市下水道河川局）

「横浜市土木工事共通仕様書（※1）」及び次の特記仕様書を適用する。

特記仕様書
（■又は☑　本工事において適用する項目）

令和7年10月1日



　　　快適トイレの設置に関する特記仕様書

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/kaikaku/kaitekitoilet.html

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/doro-kasen/doro/kanri/shiyosho/siyou-youryou.html

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/gesui/gesuishiryo/siyoushokankei.html

※３　「局地的な大雨に対する下水道管きょ内工事等の安全に関する特記仕様書」の適用範囲は、下水道管
　　　きょ内及び既設特殊人孔内に作業員が入坑する作業とする。
　　　また、適用外工事については「横浜市土木工事共通仕様書」の「1-1-27 工事中の安全確保」を参照
　　　し安全対策を実施することで、災害の防止を図る。

※４　道路構造物標準図集

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/doro-kasen/doro/kanri/hyojunzu/zushu.html

　　　溶融噴射式路面カラー塗装に関する特記仕様書

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/doro-kasen/doro/kanri/shiyosho/siyou-youryou.html

　　　横浜市道路掘削跡復旧工事標準仕様書

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/doro/kanri_senyo/senyo/jourei.html

　　　河川標準構造図

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/doro-kasen/kasen/kasenkouji.html

　　　工事に伴う境界標及び公共基準点等に関する特記仕様書

※１　横浜市土木工事共通仕様書

　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-sekoh/shiyosho/

※２　下水道管きょ工事仕様書



 

 

別紙－１ 

 

 

施工条件の明示 

 

 

本工事の施工条件は、次のとおりである。 

 １ 特別な安全配慮事項（施工場所の危険性及び有害性等） 

 ２ 安全対策関係 

 ３ 工程関係 

 ４ 用地関係 

 ５ 周辺環境保全関係 

 ６ 仮施設関係 

 ７ 仮設工関係 

 ８ 建設発生土・廃棄物関係 

 ９ 工事支障物関係 

 10 地盤改良工関係 

 11 推進・シールド工関係 

 12 基礎工関係 

 13 植栽工関係 

 14 現場環境改善関係 

 15 履行報告関係 

 16 完成図・納品関係 

 17 その他 

 

 

 

(注) 次頁以降の■又は□レ 本工事において条件明示している事項 

なお、条件が異なる場合や現場の状況等により変更が必要となった場合は 

別途協議する。 



 

 

□ １ 特別な安全配慮事項（施工場所の危険性及び有害性等） 

□(１)特別な安全配慮事項（施工場所の危険性及び有害性等）は次のとおりとする。各項目に対

する安全管理計画を施工計画書に記載するとともに、現場従事者への周知、安全教育等を

徹底すること。 

種類、内容など 位置、面積など 特記事項 

   

□ 別添の図面、資料参照。 

□ さらに詳細な図面、資料は契約後提供する。 

 

☑ ２ 安全対策関係 

□(１)保安施設等について 

□ア 保安施設等については、以下の基準によること。 

(ア)道路工事現場における保安施設の設置基準・道路工事及び占用工事の実施要領(横浜

市) 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-

kankyo/doro/kanri_senyo/senyo/jourei.html 

(イ)標示施設等の設置基準(国土交通省関東地方整備局) 

http://www.ktr.mlit.go.jp/road/shihon/road_shihon00000054.html 

(ウ)道路工事保安施設設置基準(国土交通省関東地方整備局) 

http://www.ktr.mlit.go.jp/road/shihon/road_shihon00000054.html 

□イ 国道占用工事については、「工事安全点検表(国道用)」(別表－２)に基づき、随時、

安全パトロールを行うこと。 

□ウ その他 

                                          

□(２)交通誘導員の配置等 

□ア 交通誘導員の配置については、設計図書のとおりとする。なお、現場の状況、関係機

関等との協議により変更が必要となった場合は別途協議する。 

□イ 路線ごとの交通誘導員の配置は下記表のとおりとする。 

工種 交通誘導員 施工時間 備考 

 人／日 昼・夜  

 人／日 昼・夜  

 人／日 昼・夜  

 人／日 昼・夜  

 

□ウ その他 

                                        

 



 

 

□(３)本工事は、□電話・□ガス・□電気・□水道・□鉄道・□その他（   ）と近接する工

事であるので、安全に十分留意すること。 

□(４)本工事は、安全管理指定工事である。安全管理の仕様等は、「安全管理指定工事特記仕様

書」による。なお、安全管理指定工事の指定要件は次のとおりである。 

                                         

                                          

□(５)仮設構造物の段階点検の指定 

請負人は、施工中間段階及び撤去中間段階において、工程の進捗に伴い 回以上の点検を

行うこと。点検を行う時期は、施工中間段階及び撤去中間段階とする。 

□(６)労働安全衛生法第30条第２項の規定に基づき本工事の落札者を同条第１項に規定する措置

を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）について 

□本工事請負人を統括安全衛生管理義務者として指名します。 

☑（７）石綿（アスベスト）の含有に関する事前調査の実施 

本工事において、既設管きょ及び既設人孔等、工作物の解体、改造、補修を実施する場

合、請負人は「大気汚染防止法」に基づき、工事着手前に解体等工作物に対する石綿（アス

ベスト）含有についての事前調査を実施すること。 

ア 事前調査の結果については、監督員へ書面にて報告するとともに、工事現場周辺に掲示

すること。 

イ 請負金額が税込み100万円以上の場合は、当該工作物の解体等の前までに、本市みどり

環境局大気・音環境課及び労働基準監督署に遅滞なく報告するものとする。なお、報告に

あたっては、「石綿事前調査報告システム」によることを標準とする。 

ウ 事前調査結果については、その記録の写しを現場等に備えおくものとする。 

エ 工作物に対する石綿含有の分析調査等が必要と判断される場合は、別途発注者と協議す

ること。 

オ 事前調査や施工中において、解体等を行う工作物に、新たに下水道用強化プラスチック

複合管（管径600mm及び700mm）が発見された場合は、ただちに工事を中止し監督員へ報告

するとともに、その後の調査・分析及び措置について発注者と協議すること。その他、石

綿の含有が疑われる工作物があった場合も同様とする。 

カ 調査結果の掲示の雛形や調査の流れ、「石綿事前調査システム」等のほか、諸手続きに

関しては、本市ホームページを参照すること。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-koen-

gesui/kiseishido/akushu/download.html 

☑（８）本市が把握する石綿（アスベスト）の含有する資機材等の情報等 

  □ア 本工事において、解体、改造、補修を予定している工作物に対する石綿含有について、

本市が把握している情報は無いが、上項２（７）に基づき適切に調査・対応すること。 

□イ 本工事は、石綿（アスベスト）の含有が疑われる以下の工作物の解体、改造、補修を実

施するため、請負人は、「大気汚染防止法」、「横浜市生活環境の保全等に関する条

例」、「石綿障害予防規則」、その他関係法令等の定めに従い、事前調査や必要な手続き



 

 

を行うとともに、関係法令等に則った適切な措置を講ずること。 

                                        

                                        

また、請負人は、解体等の作業開始前に、当該工作物の解体等作業に係る作業計画書を

作成し、監督員の承認を得ること。 

その他必要な諸手続きや講じるべき措置等については、本市ホームページを参照するこ

と。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-koen-

gesui/kiseishido/akushu/taikiosen/tokutei/housekimen.html 

 

□ ３ 工程関係 

□(１)本工事の工期は、設計書に記載のとおりとする。 

□(２)本工事は、施工期間を  日間(雨天・休日等を含む。以下「想定工期」という。)と想定

している。事業費の繰越が認められた場合は、原則として想定工期に応じた設計変更(工期

延伸)を行うが、事業費の繰越が認められない場合は、令和  年  月  日をもって工

事施工を打ち切り、契約を終了する。 

□(３)本工事に近接又は競合して次の工事が施工されるので、相互の連絡・調整等を密にして施

工すること。なお、連絡及び調整事項の内容を監督員に報告すること。 

場所 発注機関 他工事の名称 工事内容等 施工予定期間 備考 

      

      

 

□(４)本工事は、施工時期、施工時間及び施工方法等に次の制限条件があるため、適切な処置を

行うこと。 

影響を受ける
場所 

制約条件の種類 制約条件の具体的内容 

 □施工期間 

□施工時間 

□施工方法 

□関係機関との協議 

□工事説明会の実施 

□その他(    ) 

 

 

□(５)本工事は、施工時間帯による作業上の制約はないものとし、制限を受ける場合には別途協

議する。 

 



 

 

□(６)その他 

                                      

                                       

 

□ ４ 用地関係 

□(１)本工事に関わる用地買収は、次のとおりである。 

未買収位置、面積など 買収見込み時期 

  

□(２)本工事に必要な用地のうち、発注者で借地する箇所は次のとおりである。 

借地場所、 
面積など 

借地目的 借地予定期間 
使用条件及び 

復旧方法 
特記事項 

     

 

 □(３)本工事は、残土等置き場として130ｍ2を計上している。 

 

□(４)その他 

                                         

                                          

 

□ ５ 周辺環境保全関係 

□(１)本工事は、騒音、振動、粉塵、その他の防止のため、次により適切な処置を行うこと。 

□ア 発進立坑基地の騒音対策は、防音施設を設置すること。なお、測定方法及び報告につ

いては、監督員と協議すること。 

□イ 発進立坑基地の騒音対策は特に考慮していないが、現場周辺の状況等により対策が必

要となった場合は別途協議する。 

□ウ □騒音・□振動・□粉じん・□その他（    ）対策として特に考慮はしていない

が、対策が必要となった場合は、別途協議する。 

□エ その他 

                                        

□(２)家屋調査 

□ア 本工事の施工区間において、第三者に何らかの影響を及ぼすことが懸念されるため、

設計書のとおりに家屋調査を行い、その結果を監督員に報告すること。なお、調査数量

等に増減があった場合は別途協議する。 

※調査内容等については、「損害補償業務特記仕様書」による。 

□イ 家屋調査は予定していないが、現場の状況等により必要となった場合は別途協議す

る。 



 

 

□ウ その他 

                                        

 

□(３)排水処理 

□ア 本工事の施行で発生する濁水、湧水は、次に示す排水処理施設等によって処理し排水

すること。 

処理装置 排水基準 放流先 備考 

    

    

□イ 本工事で発生する排水は、通常の排水方法で可能と想定しているが、現場の状況等に

より排水対策が必要となった場合は別途協議する。 

 

 

□ ６ 仮施設関係 

□(１)搬入路(一般道路)の使用中、使用後の維持管理については、次のとおりである。 

                                         

                                          

□(２)道路を占用する期間及び範囲については、次のとおりである。 

                                         

                                          

□(３)仮道路に設置する安全施設の内容については、次のとおりである。 

                                         

                                          

□(４)仮道路の維持・補修の内容と工事終了後の処置については、次のとおりである。 

                                         

                                          

□(５)仮施設の詳細等については、設計図面等によるものとする。 

□(６)その他 

                                          



 

 

□ ７ 仮設工関係 

□(１)仮設の構造と施工方法については、次のとおりである。 

□ア 本工事の山留(土留)工の構造等詳細は、設計図書によるものとする。 

ただし、現場の状況により、これによりがたい場合は別途協議する。なお、施工上の

欠陥による場合はこの限りではない。 

□イ 仮桟橋工の構造は、設計図面のとおりとし、基礎杭の打抜き工法は次の表のとおりと

する。 

区間 打込工法 引抜工法 備考 

    

    

    

なお、現地の状況により、工法を変更せざるを得ないときは別途協議する。 

 

□ウ 本工事で施工する仮排水路の断面は、    m2以上、勾配は    とする。 

□エ その他 

                                        

□(２)仮設の継続使用、または、他工事に転用、兼用する内容については次のとおりである。 

□ア 本工事で設置した                   は次のとおりとする。 

工事名                                    

(令和  年  月発注予定)に使用する予定であるため、工事完了後も存置する。 

なお、本工事完了後の損料、撤去費用については別途協議する。 

□イ その他 

                                        

 



 

 

□(３)本工事の枠組足場については、「手すり先行工法に関するガイドライン(厚生労働省平成

21年４月）によるものとする。 

「手すり先行工法に関するガイドライン」の内容については、厚生労働省のウェブサイト

を参照のこと。なお、請負人は工事着手前に足場の種類及び設置方法等について、監督員と

協議しなければならない。 

※「手すり先行工法に関するガイドライン」の参照方法について 

厚生労働省法令等データベースシステム 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/index.htmlの「通知検索」以下にある「本文検索へ」

を選択し、「手すり先行工法に関するガイドライン」と入力して検索実行をすると参照す

ることができます。 

□(４)その他 

                                          

 

□ ８ 建設発生土・廃棄物関係 

(１)請負人は本工事で使用する再生材及び建設副産物(建設発生土、がれき類、木くず及び建

設汚泥、建設混合廃棄物)の処理については、建設副産物の管理責任者を定め、横浜市土木

工事共通仕様書によるものとするほか、神奈川県土砂の適正処理に関する条例により適正に

行うこと。 

(２)建設発生土の処分 

本工事で規定する建設発生土は、再生資源利用促進法第10条に規定する判断の基準を定め

る省令第４条別表第１に基づき、第１種～第４種に分類される状態のもので、これを処分す

る場合は「本市工事に伴い排出する建設副産物の処分要領」（以下「処分要領」という）の

規定に基づき、次の■印または□レ 印の指定受入地への搬入するものとする。なお、「処分要

領」は、次の横浜市ウェブページを参照すること。   

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/kankyo/gareki.html 

□ア [本市臨海部]横浜市港湾局大黒ふ頭中継所 

□イ [本市臨海部]横浜市港湾局幸浦中継所 

□ウ [広域利用]横浜市みどり環境局幸浦中継所 

□エ [首都圏利用]株式会社建設資源広域利用センター指定受入地 

□オ 確認処分(運搬距離  km) 

指定受入地の連絡先等は、「処分要領」の別表２に記載されており、搬入にあたっては中

継所（受入地）の受入時間や休業日等を確認して施工すること。 

確認処分は、次のいずれかに該当する場合に行うことができる。 

・工事主管課・所長(総括監督員)が工事施工上やむを得ないと認め、みどり環境局公園緑

地維持課長と事前に調整が図られているとき。 

・指定処分地の受入容量が不足し、みどり環境局公園緑地維持課長と各局の建設発生土担

当課長(以下、「各局担当課長」という。)が事前に調整が図られているとき。 

工事主管課・所長(総括監督員)は、請負人から「建設副産物確認処分届」(「処分要領」



 

 

様式２)(以下、「確認処分届」という。)を提出させ、確認する。 

(３)再生材使用の原則 

ア 本工事で使用する再生材は、原則として本工事で発生して排出されるがれき類を再生

資源化して製造される再生材とする。 

イ 工事で発生して排出されるがれき類とは、原則として「処分要領」の別表３に記載す

る再資源化施設に搬入されるがれき類とする。 

ウ 受入寸法、再生材の品目、受入時間、販売時間及び休業日等は、各施設に確認して施

工すること。 

(４)再生材の種類 

ア 工事で使用できる再生材の種類は、原則として再生加熱アスファルト混合物及び再生

路盤材とする。 

イ 工事で使用する再生材の量は、原則として本工事で発生し、「処分要領」の別表３で

規定する再資源化施設に搬入するがれき類の量と同程度とする。 

ウ 本工事で発生するがれき類の量を超えて再生材を使用する場合、またはがれき類が発

生しない工事であっても、本工事で再生材を使用する場合は、「処分要領」の別表３で

規定する再資源化施設で製造する再生材を使用する。 

(５)がれき類及び木くずの処分 

ア 再利用可能ながれき類及び木くずの処分 

本工事で発生して排出される再利用可能ながれき類については、「処分要領」の別表

３で規定する再資源化施設へ搬入し、伐採樹木以外の木くずについては「処分要領」の

別表５で規定する再資源化施設へ搬入し処分する。 

ただし、再資源化施設への搬入にあたっては、その再資源化施設が再資源化にあたっ

て除外する土砂・木片・ごみ等の廃棄物の混入が無いよう出来るだけ工事現場で分別し

て搬入するものとする。 

イ 再利用不可能ながれき類(建設汚泥を含む)及び硬質塩化ビニル管の処分 

再利用不可能ながれき類(建設汚泥を含む)及び硬質塩化ビニル管は、別表－１で規定

する処分場に搬入し、処分すること。 

ただし、処分にあたっては、各処分場が定める受入品目、受入時間や休業日、土砂検

定の有無等の受入条件を確認して処分すること。 

ウ 確認処分 

工事主管課・所長(総括監督員)が工事施工上やむを得ないと認めた場合は、指定処分

地先以外の産業廃棄物処理施設(廃棄物の処理及び清掃に関する法律に定める許可を受

けた産業廃棄物処理施設)に確認処分することができる。なお、工事主管課・所長(総括

監督員)は、請負人から確認処分届を提出させ、確認する。 

(６)再生資源利用（促進）計画書(実施書)の作成 

再生資源利用（促進）計画書（実施書）の作成は、再生資源の利用または建設副産物が発

生する請負金額100万円以上（税込）の工事を対象とする。作成する場合は、「コブリス・

プラス」を使用して当該工事に関する必要な情報を登録し、入力の確認として以下の書類を



 

 

作成し、提出すること。 

ア 施工計画時 

「再生資源利用計画書」、「再生資源利用促進計画書」、「登録済確認書」（計画書

作成後に出力したもの）及び「建設発生土搬出先の盛土規制法許可等及び、土地の形質

の変更時の土壌汚染対策に関する手続き状況について記載した票（以下、確認結果票

※）」を監督員に報告・説明したうえで施工計画書に含めて提出すること。 

また、上記２つの計画書及び確認結果票を工事現場の見やすい場所に掲げる等により

公衆の閲覧に供すること。 

イ 工事完成時  

「再生資源利用実施書」、「再生資源利用促進実施書」及び「登録済確認書」（実施

書作成後に出力したもの）を工事完成図書に含めて提出すること。 

 <問合わせ先>一般財団法人日本建設情報総合センター（JACIC）建設副産物情報センター 

 所在地：〒107-6114 東京都港区赤坂５丁目２番20号 赤坂パークビル14階 

 電話：03-6261-4324 E-mail：recycle@jacic.or.jp 

 ＨＰ：http://www.jacic.or.jp/jacic-hp/index.html 

    ※確認結果票の記載例については、以下の市ホームページをご覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/kankyo/kensetsuhasseido.html 

 (７)その他 

建設副産物の処理に関する個別の事項は、別表-１及び「処分要領」の別表２、別表３、

別表５によるものとするほか、条件等で不明な場合は必ず本市監督員の確認を受けること。

なお、契約時の「処分要領」から追加された再資源化施設を利用する場合は別途協議するこ

と。 

(８)土質改良による再利用 

本工事で使用する土質改良施設は「処分要領」の別表１によるものとする。受入時間や休

業日等は、施設に確認して施工すること。 

(９)仮置き 

請負人は工事施工上、仮置を必要とする場合は、請負人の責において用地を確保し、周辺

への安全対策の措置を講じなければならない。 

(10)請負人は、工事終了後、直ちに、処分地管理者または受託者の発行する建設発生土等処分

受入承認書及び処分費領収書等の写しを、また、監督員が必要と認めて指示した場合は処分

状況等の写真を併せて、監督員に提出しなければならない。 

  (11)請負人は、土砂の一次搬出先から最終搬出先まで確認した書面を作成し、５年間保存しな

ければならない。また、土砂搬出後に上記確認書面の写しを監督員に提出すること。ただ

し、搬出先が以下の①～③の場合は除く。 

    ①工事間流用 

    ②国又は地方公共団体が管理する場所（大黒ふ頭中継所、幸浦中継所など） 

    ③国土交通大臣登録のストックヤード（横浜改良土センターなどが該当） 

    なお、国土交通大臣登録のストックヤードについては、国土交通省関東地方整備局のホー



 

 

ムページより最新のリストを参照すること。 

 

□ ９ 工事支障物関係 

□(１)本工事の施工に先立ち、設計図書のとおり試掘工を行うものとする。なお、場所等につい

ては監督員と協議すること。 

□(２)本工事区間において、次の占用物件工事が施工される。 

                                         

                                          

□(３)その他 

                                             

 

□ 10 地盤改良工関係 

□(１)本工事における地盤改良工及び薬液注入工は、次のとおりとする。 

区間 

(場所) 
工法 材料 対象土質 対象土量 注入量 

プ ラ ン ト

用地 
備考 

    m3 kl   

    m3 kl   

    m3 kl   

    m3 kl   

    m3 kl   

    m3 kl   

    m3 kl   

なお、現場の状況等により変更が必要となった場合は別途協議する。 

 □(２)上表の詳細は設計図面等を参照すること。 

□(３)セメント系固化剤で改良する場合は、試験注入時に溶出試験用土塊(500ｇ)を採取し、特

に六価クロムが基準値を超えるときは、監督員と協議すること。 

□(４)その他 

                                           

 

 

 

 

 

 



 

 

□ 11 推進・シールド工法関係 

□(１)本工事の推進・シールド工は、次のとおりとする。□詳細は設計図面等を参照すること。 

区間 工法 主要な土質 裏込材料 備考 

     

     

 

□(２)公益社団法人日本推進技術協会の「推進工事技士」の資格を有する技術者を施工現場に配

置すること。 

□(３)その他 

                                          

 

□ 12 基礎工関係 

□(１)本工事の管基礎材料は設計図書によるものとする。 

 

□ 13 植栽工関係 

□ 植栽工の樹木等については、植樹保険に加入すること。 

植樹保険の対象は、設計図書に示す樹木のうち、目的物引渡し後の樹木、株物及び地被類と

し、移植及び根廻し工事、種子吹付工等種子の使用による緑化工事の樹木等を除くこと。 

「植樹保険付保証明証」を目的物引渡しの３週間前までに監督員に提出すること。 

 

□ 14 現場環境改善関係 

□(１)本工事は周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動、現場労働者

の作業環境の改善を行うため、次のとおり標準的な現場環境改善費を計上している。 

内容については下表を参考とし、事前に監督員と協議すること。 

計上費目 実施する内容 

現場環境改善

（仮設備関

係） 

１．用水・電力等の供給設備 

２．緑化・花壇 

３．ライトアップ施設 

４．見学路及び椅子の設置 

５．昇降設備の充実 

６．環境負荷の低減 

現場環境改善 

（営繕関係） 

１．現場事務所の快適化（女性用更衣室の設置を含む） 

２．労働者宿舎の快適化 

３．デザインボックス(交通誘導員待機室) 

４．現場休憩所の快適化 

５．健康関連設備及び厚生施設の充実等 



 

 

現場環境改善 

（安全関係） 

１．工事標識・照明等安全施設のイメージアップ(電光式標識等) 

２．盗難防止対策(警報機等) 

地域連携 

１．完成予想図 

２．工法説明図 

３．工事工程表、 

４．デザイン工事看板(各工事ＰＲ看板含む)、 

５．見学会等の開催(イベント等の実施含む)、 

６．見学所(インフォメーションセンター)の設置及び管理運営、 

７．パンフレット・工法説明ビデオ、 

８．地域対策費等(地域行事等の経費を含む)、 

９．社会貢献 

 

■(２)熱中症対策・防寒対策 

現場環境の改善を図るため、熱中症対策・防寒対策を実施する場合は、施設・設備の種

類や規模、設置期間及び概算費用等について、事前に協議を行うこと。 

ア 協議により認められた費用については、設計変更の対象とする。 

イ 作業員個人に対する熱中症対策・防寒対策費用（塩飴、経口補水液等効果的な飲料

水、空調服、熱中症対策キット、カイロ、ヒーターベスト等）については、現場管理

費及び「熱中症対策に資する現場管理費補正の試行概要（土木工事）」による補正の

加算額に計上される「作業員個人の費用」に該当するため、これらと重複がないよう

に注意する。 

□(３)標準的な現場環境改善の他、次の現場環境改善を行うものとする。 

                                         

                                          

□(４)その他 

                                         

                                          



 

 

■ 15 履行報告関係 

■ 請負人は、工事の履行状況を工事月報（監督員が必要と判断した場合は工事旬報）にて監督

員に提出しなければならない。提出時期等については、監督員との協議の上、決定する。様式

については、次の横浜市ウェブページを参照すること。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/gesui/gesuishiryo/kijunsh

okankei.html 

 

□ 16 完成図・納品関係 

□(１)管きょ工事 

本工事の完成図は、施工マニュアル（開削編）及び下水道管きょ座標等測量作業（幹線測

量）に基づいて作成すること。 

□(２)工事完成図書(電子納品) 

「工事完成図書の電子納品に関する特記仕様書」による。 

□(３)デジタル写真(電子納品) 

ア 本工事は電子納品対象工事とする。電子納品(デジタル写真)とは、工事写真を電子デ

ータで納品することをいう。ここでいう電子データとは、「デジタル写真管理情報基

準」(以下、「基準」という。)に示されたファイルフォーマットに基づいて作成された

ものを指す。 

イ 工事写真は、基準に基づいて作成した電子データを電子媒体(CD-R等)で正副各１部提

出する。基準で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務

はないが、基準の解釈に疑義がある場合は監督員と協議のうえ、電子化の是非を決定す

る。 

なお、電子納品の事前協議・運用にあたっては、「電子納品等運用ガイドライン[土木工

事編]」及び「電子納品運用手順書(案)[工事編]」を参考にするものとする。 

ウ 工事写真の提出の際には、横浜市電子納品チェッカーによるチェックを行い、エラー

がないことを確認した後、ウィルス対策を実施したうえで提出すること。 

横浜市電子納品チェッカーのダウンロード 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-

sekoh/cals_ec/checker.html 

エ デジタル写真管理情報基準、電子納品等運用ガイドライン[土木工事編]及び電子納品

運用手順書（案）[工事編]は、横浜市ウェブページを参照すること。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-

sekoh/cals_ec/yokohamadensi.html 

 

□ 17 その他 

□(１)本工事は、履行保証措置を求めるため、応札にあたっては、補償費用を計上すること。な

お、「履行保証」の場合、保証金額は請負金額の10％、履行ボンドの場合は、付保割合10

％、履行保証保険は、定額てん補10％とします。 



 

 

□(２)工事中の歩行者に対するバリアフリー推進ガイドラインに関する事項 

ア 工事の施工においては、「工事中の歩行者に対するバリアフリー推進ガイドライン

(横浜市 平成17年６月)」の趣旨を踏まえ、歩行者通路対策等を講じること。 

なお、「工事中の歩行者に対するバリアフリー推進ガイドライン」は、横浜市ウェブ 

ページを参照すること。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-sekoh/hokosha/ 

イ 請負人は、工事着手前等に仮設通路の設置方法等について、監督員と協議しなければ

ならない。 

 

□(３)支給材料及び現場発生品 

□本工事で既存施設の撤去により生じた現場発生品等は、次の場所まで運搬のうえ引き渡す

ものとする。 

現場発生品目 数量 引き渡し場所 備考 

    

    

    

    

なお、上記以外の材料が発生した場合は、監督員の指示によるものとする。 

 

   □本工事での支給材料は、次のとおりである。 

品  目 数  量 

  

 

□(４)不同沈下及び地震対策として、開削工法で布設する鉄筋コンクリート管のマンホール接続

部は、マンホール接続部使用表及びマンホールと本管接続部の耐震施工仕様書を適用するこ

と。 

 

□(５)本工事は、遠隔臨場の試行対象工事（発注者指定型）とする。 

試行にあたっては「横浜市建設現場の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき実施する。 

 

 □(６)本工事の取付管に関しては「不明取付管対応マニュアル」に従い施工すること。 

    なお、「不明取付管対応マニュアル」は、横浜市ウェブページを参照すること。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/gesui/gesuishiryo/kij

unshokankei.html 

 

 □(７)関係機関及び自治体等との協議条件 

   □本工事における関係機関及び自治体等との協議条件は、次のとおりである。 

                                            



 

 

□(８)開削工法で布設する硬質塩化ビニル管（本管）は、ゴム輪接合継手を使用すること。  

  



 

 

別表－１ 

再利用不可能ながれき類及び建設汚泥、硬質塩化ビニル管の受入場所 

令和５年12月 

再利用不可能ながれき類 

名称 所在地等 

南本牧第５ブロック 

廃棄物最終処分場 

「処分要領」の別表４による 

建設汚泥 

名称 所在地等 

株式会社ヨコハマ全建 受入事務所所在地：金沢区鳥浜町10-2 

電話番号:045-772－2666 

栄伸産業株式会社 受入事務所所在地： 

川崎市川崎区扇町5-10（分級） 

川崎市川崎区扇町5-73（混練） 

電話番号： 

044-366-2444（分級） 

044-333-1119（混練） 

株式会社 横浜インダストリー 受入事務所所在地：戸塚区品濃町866 

電話番号：045-828-0201 

京浜環境リサイクル株式会社 受入事務所所在地：金沢区福浦1-14-1 

電話番号：045-370-9003 

硬質塩化ビニル管 

名称 所在地等 

南本牧第５ブロック 

廃棄物最終処分場 

「処分要領」の別表４による 

株式会社 タケエイ 

川崎リサイクルセンター 

所在地：川崎市川崎区浮島町10-11 

電話番号：044-280-1531 

木村管工株式会社 

北町中間処理プラント 

所在地：横浜市瀬谷区北町20-20 

電話番号：045-922-2179 

Ｊ＆Ｔ環境株式会社 

金沢リサイクル工場 

所在地：横浜市金沢区福浦1-14-5 

電話番号：045-785-0106 

株式会社 エバーグリーンライン 所在地：川崎市川崎区扇町1-1 

電話番号：044-366-8547 

株式会社光州産業横浜工場 

（光州エコファクトリーYOKOHAMA-BAY） 

所在地：横浜市神奈川区恵比寿町5-12 

電話番号：045-441-0511 



 

 

工事安全点検表(国道用)請負人用       別表－２ 

工事名 
  点検

日時 
  年   月   日 

作業前    時  分 天
候 

  
  作業後    時  分 

項   目 点  検  項  目 点  検  結  果 

（１）標識類     

標示板（工事予告） 位置   読み   破損   転倒等   

警戒標識 位置   読み   破損   転倒等   

規制標識 位置   読み   破損   転倒等   

規制標識速度落とせ看板 位置   読み   破損   転倒等   

標示板（工事中看板） 位置   読み   破損   転倒等   

工事中（内部照明型） 位置   読み   破損   転倒等   

車線数減少 位置   読み   破損   転倒等   

歩行者案内 位置   読み   破損   転倒等   

段差予告 位置   読み   破損   転倒等   

段差標示 位置   読み   破損   転倒等   

工事情報看板 位置   読み   破損   転倒等   

工事説明看板 位置   読み   破損   転倒等   

工事予告看板 位置   読み   破損   転倒等   

迂回路標示板 位置   読み   破損   転倒等   

許可条件板 位置   読み   破損   転倒等   

トラック出入口標示 位置   読み   破損   転倒等   

立入禁止標示  位置   読み   破損   転倒等   

危険標示 位置   読み   破損   転倒等   

（２）安全施設    

安全柵等 位置   破損   転倒   スズラン灯等   

保安灯 設置   位置   照度   

回転灯 設置   位置   照度   

工事現場の照明 設置   位置   照度   

（３）交通対策    

歩行者通路 排水  歩車道の分離  幅員  段差  凹凸等   

車両通行 通行帯の確保    凹凸     誘導等   

仮復旧の状況 段差   飛散   表示等   

周囲路面の状況 路面沈下測定    周辺路面の異常がないか   

出入口確保 家屋の出入り口の確保  障害物  段差   

交通誘導員 位置   誘導方法   信号等   

覆工の状況 段差   隙間  がたつき  震動等   

（４）工事施工    

山留工の施工 腹起し   切梁   背面の処理等   

排水の状況 方法   ホースの固定等   

機械の安全 鍵の管理  転倒  ブーム  車止の固定等   

電気の安全 鍵の管理  責任者名  ブレーカー  アース等   

開口部の状況 安全柵 安全ネット 対策方法が適切か   

危険ガス等の測定 測定頻度 記録簿   

現場付近の整理整頓 資材   固定    囲い等   

工事車両及び資材関係の片付け 歩車道への乗り入れ    車道上への仮置   

その他    

  施工者                             

  現場代理人                           

総括監督員 主任監督員 担当監督員 

   

 



 

 

局地的な大雨に対する下水道施設内作業の安全に関する特記仕様書 
 

令和７年５月30日改定 

下水道河川局技術監理課 

１ 適用 

この特記仕様書は以下の項目に該当する作業に適用する。 

(１)既設の管きょ内に、作業員が入坑して行う作業 

(２)新設で既存施設に接続する管きょ内に、作業員が入坑して行う作業 

(３)既設の地下調整池に、作業員が入坑して行う作業 

 

２ 雨天時の作業中止基準及び作業開始・再開条件の遵守 

受注者は、以下の作業中止基準及び作業開始・再開条件を踏まえ、現場特性に応じた安全管理計

画を策定する。 

(１)作業中止基準 

ア 当該作業箇所または上流部に、洪水または大雨の注意報・警報が発表された場合 

イ 当該作業箇所に、降雨や雷が発生している場合 

① 作業開始前 
・ 当該施工箇所に、雨が降っている場合、作業は開始しない。 

・ 当該施工箇所に係る気象区域に、注意報または警報が発令されている場合、作業は開始し 

ない。 

②作業開始後 

・ 当該施工箇所に、雨が降れば、即刻作業を中断し、一時地上に退避する。 

・ 当該施工箇所に係る気象区域に、注意報または警報が発令された場合、即刻作業を中断 

し、一時地上に退避する。 

・ 退避に際しては、作業中の資機材を放置する。 

(２)作業開始・再開条件 

 作業の開始及び再開にあたっては、次の３項目の全てが確認されることを条件とする。 

・ 当該施工箇所に雨が降っていないこと、また、当該施工箇所に係る気象区域に、注意報ま 

たは警報が発令されていないことが確認されること。 

・ 管内の水位を調査し、事前調査に基づく通常水位と変わらないことが確認できること。 

・ 作業着手前の安全確認について、施工計画書に定める事項の全てを完了すること。 

 

３ 気象情報等の取得体制の強化と作業中止判断への活用 

気象警報、注意報のみならず、降雨状況等のリアルタイムの情報について、現場においても速や

かに取得できる体制を構築するとともに、当該情報を作業中止の判断に活用すること。情報源につ

いては以下に示すものを利用するほか、適宜情報源を確保すること。 

横浜市防災情報 携帯用サイト：http://www.bousai-mail.jp/yokohama 

国土交通省 防災情報提供センター：http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/ 

 

４ 作業員の退避行動等についての事前確認の徹底 

降雨が発生した際の作業員への情報連絡体制、退避行動等について、事前に十分確認すること。 

 

５ 安全管理計画の施工計画書への明記 

作成する施工計画書において、以下の項目とともに、別紙「局地的な大雨に対する下水道管きょ

内作業の安全管理計画チェックリスト」をふまえ、現場環境に応じた安全管理計画を作成し、チェ

ックリストを添付することで、監督員の確認を得るとともに、その内容について作業員への周知徹

底を図ること。 

(１)現場特性の事前把握 

作業の着手前には、当該作業箇所に係る現場特性に関する資料や情報を収集･分析し、急激な増

水による危険性等をあらかじめ十分に把握する。 

(２)作業の中止基準・再開基準の設定 

 「２ 雨天時の作業中止基準及び作業開始・再開条件の遵守」をふまえ、現場特性に応じた作業中 

止基準及び作業開始・再開条件を設定する。 



 

 

(３)迅速に退避するための対応 

作業に着手する前には、作業員が安全かつ迅速に退避できるように、あらかじめ退避時の対応

方策について、以下の点について具体的な内容を定めておく。 

ア 退避計画の作成 

受注者は、作業員が管内から地上に、安全かつ迅速に退避するため、人命を最優先とし、ブ

ザー付き回転灯の配備及び避難時の資器材放置等を盛り込んだ退避計画を作成する。退避計画の

基本事項は、以下のとおりとする。 

① 作業中止基準の明示 
② 地上からの退避指示が管きょ内で把握できるブザー付き回転灯の配備等、避難指示の確実な

伝達方法 
  ③ 退避時に放置する資器材などによる管内の状況や退避時間を考慮した退避ルートの決定及び

作業着手前（作業初日）における避難訓練の実施方法及び実施記録の保管 

 イ 安全器具の設置 

    受注者は、不足の事態においても人命を確保するため、作業に先立ち、管内に人孔間を結ぶ 

   救助用ロープの設置、人孔への縄梯子の設置、安全帯の装着など、適宜、作業環境に応じた対 

策を組み合わせ、安全対策の充実を図る。 

ウ 安全器具の点検 

     受注者は、作業前に安全器具の動作確認を行い、記録を残しておくこと。 

エ 情報収集と伝達方法 

管きょ内での作業中には、地上監視員を配置して気象等の情報収集を行い、状況を確実に下水

道管きょ内作業員全員に伝達し、危険性の早期発見・危機回避に努める。 

(４)日々の安全管理の徹底 

作業の開始前には、退避時の対応方策の内容等について作業関係者全員に周知徹底を図る。 

 

６ 雨天時における作業中断に伴う経費 

  降雨予報が無かったにも関わらず、作業開始後の降雨等により作業を中断した時間は、監督員と

協議の上、関係経費として計上する。また、退避時に放置するなど、損失した資器材等の取り扱い

についても、別途、監督員との協議により対応する。 

 

７ 参考資料 

安全管理計画の各項目の詳細事項の作成に当っては、局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等

安全対策検討委員会が作成した「局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引き

(案)」を参考にすること。 

当手引きは、国土交通省ウェブページに掲載されている。アドレスは以下のとおりである。 

http://www.mlit.go.jp/report/press/city13_hh_000036.html 



 

 

マンホール接続部使用表 

令和６年４月 

下水道河川局技術監理課 

 

マンホールと本管の接続部は、次に示す短管、切管を使用する。なお、副管設置箇所は使用しない。取付

管は対象外とする。 

 

１ 鉄筋コンクリート管 

Ａ形 Ｂ形 ＮＢ形 ＮＣ形 

呼び径 寸法 呼び径 寸法 呼び径 寸法 呼び径 寸法 

２００ Ｌ＝５００ 短管、切管 ２００ Ｌ＝５００ 短管、切管 ２００ Ｌ＝５００ 短管、切管 １５００ Ｌ＝１０８０ 切管 

２５０ Ｌ＝５００ 切管 ２５０ Ｌ＝５００ 短管、切管 ２５０ Ｌ＝５００ 切管 １６５０ Ｌ＝１０８０ 切管 

３００ Ｌ＝５００ 切管 ３００ Ｌ＝５００ 短管、切管 ３００ Ｌ＝５００ 切管 １８００ Ｌ＝１０８０ 切管 

３５０ Ｌ＝５００ 切管 ３５０ Ｌ＝５００ 短管、切管 ３５０ Ｌ＝５００ 切管 ２０００ 規格なし 

   ４００ Ｌ＝６００ 短管、切管 ４００ Ｌ＝６００ 切管 ２２００ 規格なし 

  ４５０ Ｌ＝６００ 短管、切管 ４５０ Ｌ＝６００ 切管 ２４００ 規格なし 

    ５００ Ｌ＝６００ 切管  ５００ Ｌ＝６００ 切管 ２６００ 規格なし 

  ６００ Ｌ＝６００ 切管  ６００ Ｌ＝６００ 切管 ２８００ 規格なし 

  ７００ Ｌ＝６００ 切管  ７００ Ｌ＝６００ 切管 ３０００ 規格なし 

  ８００ Ｌ＝８００ 切管  ８００ Ｌ＝８００ 切管   

   ９００ Ｌ＝８００ 切管  ９００ Ｌ＝８００ 切管   

   １０００ Ｌ＝８００ 切管      

   １１００ Ｌ＝８００ 切管      

   １２００ Ｌ＝８００ 切管      

   １３５０ Ｌ＝８００ 切管     

・規格にないものは対象外。 

・上・下流側に上記形状の管を使用することを標準とし、調整管がある場合には上流側を調整管とする。 



 

 

マンホールと本管接続部の耐震施工仕様

目的：マンホールと本管継ぎ手部が大地震でこわれやすいのでこれを防止します。

対象：開削工事によるマンホールと下水道本管（ヒューム管）とします。

効果：マンホール前後の１本目の本管を短くすることで、たわみ性のある柔構造にできます。

1.受口管（短管又は切り管）
500≦ ≦800

2.差し口管（短管又は切り管）
500≦ ≦800

1.受口管（短管又は切り管）
500≦ ≦800

2.差し口管（短管又は切り管）
500≦ ≦800

3.標準管（定尺もの）で割り付ける

注） 3.の区間で延長調整のため切り管を使用した場合は、ゴム輪がなくなりますので下図に示すように止水性に配慮してください。

マンホールと本管接続部（受口、差し口）の短管又は切り管の有効長

管径（ｍｍ） 短管又は切り管の有効長（ｍｍ）

φ200～350 Ｌ＝500 （短） （切）

φ400～450 Ｌ＝600 （短） （切）

φ500～700 Ｌ＝600 （切）

φ800～1350 Ｌ＝800 （切）

継手部に水膨張タイプのシール材等を貼る

断面図 イメージ図

令和６年４月 
下水道河川局技術監理課 

マンホールと本管接続部の耐震施工仕様書 



 

 

マンホール鋳鉄ふた特記仕様書 

 

令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

 

１ 総則 

適用に当たっては、この特記仕様書の他に「横浜市土木工事共通仕様書」、「横浜市下水道設計標準図

（管きょ編）」によるものとする。 

なお、各種基準書は、横浜市ウェブページに掲載している。アドレスは以下のとおり。 

(１)横浜市土木工事共通仕様書 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-sekoh/shiyosho/  

(２)横浜市下水道設計標準図(管きょ編) 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/gesui/gesuishiryo/zumenkankei.h

tml  

 

２ 適用範囲 

(１)この特記仕様書は、横浜市下水道河川局発注の下水道工事において、マンホール鋳鉄ふたを設置する

工事に適用する。 

(２)規格 

この特記仕様書が適用となる、マンホール鋳鉄ふたの製品は以下のとおりとする。 

ア マンホール鋳鉄ふた ふた径６００ Ａ型(Ｔ－１４) 

イ マンホール鋳鉄ふた ふた径６００ Ｂ型(Ｔ－２５) 

なお、ふたの構造等については、「横浜市下水道設計標準図(管きょ編)」によるものとする。 

 

３ 使用区分 

マンホール鋳鉄ふたの使用区分については、以下の表のとおりとする。なお、監督員等から別途指示が

あった場合には、その指示により設置すること。 

 

【マンホール鋳鉄ふたの使用区分】 

種類 設計荷重 主な使用場所 

Ａ型 Ｔ－１４ Ｌ交通以下の道路 

Ｂ型 Ｔ－２５ Ａ交通以上の道路 

※「横浜市下水道設計指針(管きょ編)同解説」より 

 



 

 

４ 購入について 

マンホール鋳鉄ふたについては、本市の仕様を満たし、登録手続きを行った製造業者で製作されたもの

を使用する。 

登録されている製品については、「鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」に記載されている業者とする。 

「鋳鉄ふた製造業者登録特記仕様書」は、横浜市ウェブページに掲載しており、登録状況を随時更新し

ているので、最新の状況を確認すること。アドレスは以下のとおり。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/gesui/gesuishiryo/chuutetsufutakank

ei.html  

 

５ マンホールふたの据付について 

(１)高さ調整 

マンホールふたの高さ調整については、枠固定用ボルトに枠変形防止機能付の高さ調整部材を取り付

け、ナットで固定し、無収縮流動性モルタルを充てんし、施工するものとする。 

 

【受枠等詳細図(参考)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)受枠変形防止機能 

受枠変形防止機能の性能については、以下の目標値を満たしているものを使用する。 

 

【規格値の目標】 

項目 目標値 

枠変形防止性能確認試験 

（JSWAS G-4、参考資料５参照） 
変形量 0.2mm以下 



 

 

(３)無収縮流動性モルタルの性能 

無収縮流動性モルタルの性能については、以下の目標値を満たしているものを使用する。 

ア 無収縮性で、モルタル硬化後も収縮によるすき間が発生しないこと。 

イ 高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんできること。 

ウ 超早強性で、ふた据付後短時間での道路復旧が可能であること。 

 

【無収縮流動性モルタルの物性目標値】 

項目 目標値 

Ｊ１４ロート流下時間(秒) ６±２ 

圧縮強度(Ｎ／mm2） 9.8以上 

収縮・膨張性 収縮しないこと 

備考：圧縮強度は温度20℃、養生時間1.5時間での値 

 

６ 管理番号キャップについて 

マンホールの管理等を容易にするため、マンホールふたに管理番号キャップを設置すること。 

(１)設置基準 

原則、「マンホール鋳鉄ふた ふた径６００ Ａ型(Ｔ－１４)、Ｂ型(Ｔ－２５)」を設置した全ての

マンホールに設置すること。 

管理番号については、監督員の指示によること。 

(２)管理キャップの仕様 

管理キャップの仕様等については、別紙－１「管理番号用キャップ」を参照すること。 

 

７ 使用承諾について 

使用にあたっては、承諾願いを本市に提出し、承諾を得た上で使用すること。 

 

【使用承諾に添付する図書】 

名称 添付図書 

マンホール鋳鉄ふた ふた径６００ 

Ａ型(Ｔ－１４)、Ｂ型(Ｔ－２５) 

製造業者が本市登録業者であることを確認できる図面や資

料等 

枠変形防止機能付き高さ調整部材 
試験成績書 

※試験成績書が無い場合は製品の規格等が確認できる書類 

無収縮流動性モルタル 
試験成績書 

※試験成績書が無い場合は製品の規格等が確認できる書類 

※なお、下水道用マンホール鋳鉄ふたの製品納入の際には、製造業者による品質証明書を品質管理書類とし

て整理すること。 

 

８ その他 

この特記仕様書に定めていない事項については、別途監督員の指示によること。 



 

 

別紙－１ 

管理番号用キャップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 
標準色 

三性による表示（JIS Z 8721） 

PA(６Ｎ) 

ガラス有率15％ 

イエロー 

7.5YR ７/12相当 

 

管理番号キャップには、JIS B 2401 によるＯリングを装着する。 

 

  規格 線径 内径 外径 

キャップ部 Ｐ－７ 1.9mm  6.8mm 10.6mm 

外枠キャップ部 Ｐ－12 2.4mm 11.8mm 16.6mm 



 

 

土木コンクリート構造物の品質確保における特記仕様書 

 

令和6年4月1日 

下水道河川局技術監理課 

 

 

１ 土木コンクリート構造物の耐久性を向上させるため、一般の環境条件の場合、コンクリート構造物に使

用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリートについては55％以下、無筋コンクリートについ

ては60％以下とすること。 

 

２ 鉄筋のかぶりを確保するため、スペーサーを設置すること。スペーサーは、構造物の側面については原

則１m2につき２個以上、構造物の底面については原則１m2につき４個以上設置し、個数について、鉄筋組

立て完了時の段階確認時に確認を受けること。 

 

３ 重要なコンクリート構造物の適切な施工を確認するため、コンクリート構造物の施工完了後に、テスト

ハンマーによる材齢28日強度の強度推定調査を実施し、調査結果を監督員に提出すること。 

 

４ テストハンマーによる強度推定調査の結果が所定の強度を得られない場合は、原位置のコアを採取し、

圧縮強度試験を実施し、調査結果を監督員に提出すること。 

 

５ 重要なコンクリート構造物は、ひび割れ発生状況調査を実施し、調査結果を監督員に提出すること。 

 

６ 重要なコンクリート構造物には、銘板(諸元、施工業者名、しゅん功年月等を表示)を設置すること。 

 

 

 

平成14年９月９日通知 

平成14年９月13日改訂 

平成17年4月１日局名変更 

平成26年4月1日改訂 

平成30年7月1日改訂 

令和元年7月1日改訂 

令和6年4月1日局名変更 



 

 

土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認方法 

１ テストハンマーによる強度推定調査 

テストハンマーによる強度推定調査は、以下に基づき実施すること。 

(１)適用範囲 

対象は、重要なコンクリート構造物（高さが５ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁（ただしプレキャスト

製品は除く）、内空断面積が25m2以上の鉄筋コンクリートカルバ－ト類、橋梁上・下部工（但しPCは除

く）、トンネル及び高さ３ｍ以上の堰・水門・樋門、処理場、ポンプ場、特殊人孔）とする。 

 

(２)調査頻度 

鉄筋コンクリート擁壁及びカルバ－ト類は目地間、トンネル及び処理場、ポンプ場、特殊人孔は１打

設部分、その他の構造物は強度が同じブロックを１構造物の単位とする。 

なお、監督員との協議により、調査頻度を変更することができる。 

 

(３)調査 

ア 調査方法は、「硬化コンクリートのテストハンマー強度の試験方法（JSCE－G504）]により実施す

ること。 

(ア)各単位につき３箇所の調査を実施する。 

(イ)調査の結果、平均強度が設計基準強度を下回った場合、もしくは１回の調査結果が設計基準強度

の85％以下となった場合は、その箇所の周辺において、再調査を５箇所実施する。 

(ウ)再調査の結果でも平均強度が所定の強度を得られない場合、もしくは１箇所の強度が設計基準強

度の85％以下となった場合は、原位置のコアを採取し圧縮強度試験を実施する。 

(エ)原位置のコア採取及び圧縮強度試験については、「１－２ 圧縮強度試験の実施」による。 

イ 調査の立会は、監督員及び請負人が立会のうえ実施すること。 

なお、監督員の立会頻度は、30％程度とする。 

ウ 調査の報告は、構造物ごとに「別添様式－１」を作成し、監督員に提出すること。 

 

(４)調査時期 

ア 原則、材齢28日から91日の間に測定すること。 

フーチング、底版等で竣工時に地中や水中にある部位については、材齢に達した後、施工期間中に

測定すること。 

イ 工期等により、上記期間内に測定出来ない場合は、以下により再調査の必要性等を判断すること。 

(ア)材齢９日以前の測定は、実施しない。 

(イ)材齢10日で測定を行う場合は、推定強度を1.55倍して評価する。 

(ウ)材齢20日で測定を行う場合は、推定強度を1.12倍して評価する。 

(エ)材齢28日から91日に測定を行う場合は、補正を行わない。 

(オ)材齢92日以降に測定を行う場合は、補正を行わない。 

(カ)材齢10日から28日までの間で、上に明示していない場合は、前後の補正値を比例配分して得られ

る補正値を用いて評価する。 

ウ 原則、足場が設置されている間に実施すること。 

 

 

 



 

 

(５)測定反発度の補正 

ア 打撃方向は常に測定面に直角に行うこと。 

構造物の形状等により水平方向への打撃が困難な場合は、JSCE-G504 に示された方法で、傾斜角度

に応じた補正値を求める。 

イ 原則、乾燥した状態の箇所で測定すること。やむを得ず表面が濡れた箇所や湿っている箇所で測定

する場合は、以下を用いても良い。 

(ア)測定位置が湿っており打撃の跡が黒点になる場合は、測定された反発度に補正値３を加える。 

(イ)測定位置が濡れている場合は、測定された反発度に補正値５を加える。 

 

(６)推定強度の計算方法 

基準反発度Ｒ０からテストハンマー強度Ｆを推定する式（日本材料学会式）は、以下による。 

Ｆ(N/mm2)＝（－18.0＋1.27×Ｒ０）×α 

ここで、Ｆ  ：推定強度 

Ｒ０ ：基準反発度 ※Ｒ０＝Ｒ＋ΔＲ 

Ｒ  ：測定反発度 

ΔＲ：角度、湿潤による補正を行った反発度 

α  ：材齢係数 

 

１－２ 圧縮強度試験の実施 

「１ テストハンマーによる強度推定調査」の再調査の平均強度が所定の強度を得られない場合、もし

くは１箇所の強度が設計基準強度の85％を下回った場合は、以下による。 

(１)コアの採取 

所定の強度を得られない箇所の付近において、原位置のコアを採取する。採取位置については監督員

と協議を行い、実施すること。 

なお、コア採取位置、供試体の抜取り寸法等の決定については、設置された鉄筋を損傷させないよう

に十分な検討を行わなければならない。 

 

(２)圧縮強度試験 

ア 試験方法は、「コンクリ－トからのコアの採取方法及び圧縮強度試験方法（JISA1107）」により実

施すること。 

イ 試験の立会は、監督員及び請負人が立会のうえ実施すること。 

ウ 試験の報告は、構造物ごとに「別添様式－１」を作成し、監督員に提出すること。 

 

１－３ 圧縮強度試験結果が所定の強度を得られなかった場合 

圧縮強度試験の平均強度が所定の強度を得られない場合、もしくは１箇所の強度が設計強度の85％を下

回つた場合は、監督員に報告し、協議すること。 

 

２ ひび割れ発生状況調査 

ひび割れ発生状況調査は、以下に基づき実施すること。 

 

(１)適用範囲 

「１ テストハンマーによる強度推定調査(１)適用範囲」と同様とする。 

 



 

 

(２)調査範囲 

ア ひび割れ調査は、構造物躯体の地盤や他の構造物との接触面を除く全表面とする。 

代表的な構造物におけるひび割れ調査の範囲は、下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

イ 0.2mm以上のひび割れ幅については、ひび割れ発生状況のスケッチ図を作成し、スケッチ図に対応

するひび割れ発生箇所の写真も提出すること。 

ウ ひび割れ等の変状が認められた部分は、マ－キングを実施すること。 

エ 調査の報告は、構造物ごとに「別添様式－２」を作成し、監督員に提出すること。 

 

(３)調査時期 

原則、足場が設置されている間に実施すること。また、所定の設計基準強度以上が発生したと予想さ

れる時期に調査を行うこと。 

 

(４)調査結果による判定 

調査結果から、以下について検討し、ひび割れの補修・補強の要否の判定を行い、提出すること。 

判定にあたっては、「コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針」(日本コンクリート工学会)、

「コンクリート標準示方書[維持管理編]」(土木学会)等を参考にされたい。 

ア ひび割れの原因推定 

イ 評価 

ウ 補修・補強の要否の判定 

なお、補修・補強の必要があると判定した場合は、協議すること。 

 

 



 

 

（別添様式－１） 

テストハンマーによる強度推定調査票(１) 

工事名  

請負者名  

構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称） 

現場代理人名  

主任技術者名  

監理技術者名  

測定者名  

 

位置 測定No 

構造物形式  

構造物寸法  

竣工年月日 令和  年  月  日 

適用仕様書  

コンクリートの種類  

コンクリートの 

設計基準強度 Ｎ/mm2 

コンクリートの 

呼び強度 Ｎ/mm2 

海岸からの距離 海上、海岸沿い、海岸から  km 

周辺環境① 工場、住宅・商業地、農地、山地、その他(         ) 

周辺環境② 普通地、雪寒地、その他(                 ) 

直下周辺環境 河川・海、道路、その他(                 ) 

構造物位置図(設計平面図等の利用を標準とする) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

テストハンマーによる強度推定調査票(２) 

構造物名 (工種・種別・細別等構造物が判断できる名称) 

構造物一般図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

テストハンマーによる強度推定調査票(３) 

構造物名 (工種・種別・細別等構造物が判断できる名称) 

全景写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

テストハンマーによる強度推定調査票(４) 

構造物名 (工種・種別・細別等構造物が判断できる名称) 

調査箇所 ① ② ③ ④ ⑤ 

推定強度 

(Ｎ/mm2） 
     

反発硬度 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

打撃方向 

(補正値) 

     

(     ) (     ) (     ) (     ) (     ) 

乾燥状態 

(補正値) 

・乾燥 

・湿っている 

・濡れている 

・乾燥 

・湿っている 

・濡れている 

・乾燥    

・湿っている 

・濡れている 

・乾燥 

・湿っている 

・濡れている 

・乾燥 

・湿っている 

・濡れている 

(     ) (     ) (     ) (     ) (     ) 

材齢 
日 日 日 日 日 

(     ) (     ) (     ) (     ) (     ) 

推定強度結果の最大値                              Ｎ/mm2 

推定強度結果の最小値                              Ｎ/mm2 

推定強度結果の最大値と最小値の差                        Ｎ/mm2 

 



 

 

テストハンマーによる強度推定調査票(５) 

構造物名 (工種・種別・細別等構造物が判断できる名称) 

強度測定箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

テストハンマーによる強度推定調査票(６) 

－コア採取による圧縮強度試験－ 

コンクリートの圧縮試験結果 

材齢28日圧縮強度試験 １本目の試験結果  

    同      ２本目の試験結果  

    同      ３本目の試験結果  

    同      ３本の平均値  

〔備 考〕 

 

 

 

 

 

 



 

 

（別添様式－２） 

ひび割れ調査票(１) 

工事名  

請負者名  

構造物名 （工種・種別・細別等構造物が判断できる名称） 

現場代理人名  

主任技術者名  

監理技術者名  

測定者名  

 

位置 測定No 

構造物形式  

構造物寸法  

竣工年月日 令和  年  月  日 

適用仕様書  

コンクリートの種類  

コンクリートの 

設計基準強度 Ｎ/mm2 

コンクリートの 

呼び強度 Ｎ/mm2 

海岸からの距離 海上、海岸沿い、海岸から  km 

周辺環境① 工場、住宅・商業地、農地、山地、その他(         ) 

周辺環境② 普通地、雪寒地、その他(                 ) 

直下周辺環境 河川・海、道路、その他(                 ) 

構造物位置図(設計平面図等の利用を標準とする) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ひび割れ調査票(２) 

構造物一般図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ひび割れ調査票(３) 

ひび割れ 有・無 

本数：１～２本、３～５本、多数 

ひび割れ総延長    約   ｍ 

最大ひび割れ幅（○で囲む） 

0.2mm以下、 0.3mm以下、 

0.4mm以下、 0.5mm以下、 

0.6mm以下、 0.8mm以下、 

     mm 

発生時期（○で囲む） 

数時間～１日、数日、数10日以上、不明 

規則性：有、 無 

形態：網状、表層、貫通、表層or貫通 

方向：主鉄筋方向、 直角方向、両方向、 

鉄筋とは無関係 

 

 

 



 

 

ひび割れ調査票(４) 

ひび割れ発生状況のスケッチ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ひび割れ調査票(５) 

構造物名 (工種・種別・細別等構造物が判断できる名称) 

ひび割れ発生箇所の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

契約後ＶＥ方式の実施に関する特記仕様書 

 

令和6年4月1日改定 

下水道河川局技術監理課 

 

１ 適用 

この工事は、契約後ＶＥ方式対象工事である。 

 

２ 定義 

「ＶＥ提案」とは、設計図書に定める工事の目的物の機能、性能等を低下させることなく請負代金額を

低減することを可能とする工事材料、施工方法等に係る設計図書の変更について、請負人が発注者に行う

提案をいう。 

 

３ ＶＥ提案の意義及び範囲 

(１)請負人がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書において定められている内容のうち、工事材料、施工方法

等に係る変更により請負代金額の低減を伴うものとし、原則として工事目的物の変更を伴わない範囲と

する。 

(２)前項の規定にかかわらず、次に掲げる提案については、原則としてＶＥ提案の範囲に含めないものと

する。 

ア 施工方法等を除く工期の延長等の施工条件の変更を伴う提案 

イ 工事請負契約約款第19条(以下「契約約款」という。)に規定された条件変更等に該当する事実との

関係が認められる提案 

ウ 入札時に競争参加資格要件として求めた、同種工事の範囲を超えるような工事材料、施工方法等の

変更の提案 

 

４ ＶＥ提案書の提出 

(１)請負人は、ＶＥ提案を行おうとする場合、素案の段階において、事前に当該ＶＥ提案の内容及び当該

ＶＥ提案に係る部分の施工に着手する時期並びに完成する時期を発注者に通知しなければならない。 

(２)発注者は、前項の通知を受けた場合、全体工期の延長が伴うか否かについて検討を行うこととする。 

(３)前項の検討の結果、全体工期の延長が伴う場合は、発注者はＶＥ提案を受付けるか否か、又は、請負

人はＶＥ提案を行うか否かについて発注者と請負人で協議して定めることとする。ただし、当該協議が

成立しない場合は、発注者は対応を定め、請負人に通知することとする。 

(４)請負人がＶＥ提案を行う場合は、ＶＥ提案書(様式１～４)に基づき、ＶＥ提案書を作成し発注者に提

出することとする。 

(５)発注者は、提出されたＶＥ提案書に関する追加的な資料、図書その他の書類の提出を請負人に求める

ことができる。 

(６)ＶＥ提案は、契約の締結日から、当該ＶＥ提案に係る部分の施工に着手する35日前までに、提出する

ものとする。 

(７)ＶＥ提案の提出費用は、請負人の負担とする。 



 

 

５ ＶＥ提案の審査 

請負人のＶＥ提案は、施工の確実性、安全性、設計図書と比較した経済性等を評価して発注者が審査す

る。 

 

６ ＶＥ提案の採否等 

(１)発注者は、ＶＥ提案の採否について、ＶＥ提案の受領後14日以内にＶＥ提案採否通知書(様式５)によ

り請負人に通知しなければならない。ただし、請負人の同意を得た場合は、この期間を延期することが

できるものとする。また、提出されたＶＥ提案が適正と認められなかった場合は、その理由を付して通

知するものとする。 

(２)発注者は、契約後ＶＥ対象工事に係る契約約款特約条項の規定に基づき設計図書の変更を行う場合

は、契約約款第25条の規定により請負代金額の変更を行うものとする。また、請負代金額の変更は、Ｖ

Ｅ提案により請負金額が低減すると見込まれる額の10分の5に相当する金額(以下「ＶＥ管理費」とい

う。)を削減しないものとする。 

(３)ＶＥ提案が、適正と認められた後、契約約款第19条の条件変更が生じた場合において、発注者がＶＥ

提案に対する変更案を求めた場合、請負人はこれに応じるものとする。 

(４)ＶＥ提案を採用した後、契約約款第19条の条件変更が生じた場合のＶＥ管理費については、変更しな

いものとする。ただし、双方の責に帰することができない事由により、工事の続行が不可能となった場

合等のＶＥ管理費について、発注者と請負人で協議して定めるものとする。 

(５)発注者は、ＶＥ提案の審査結果に対する不服申し立ては受付けないものとする。 

 

７ ＶＥ提案の保護 

ＶＥ提案について、発注者がその他の工事において使用する場合に、請負人に承諾を得ることを求める

場合は、様式４の(３)「ＶＥ提案が採用された場合に留意すべき事項」の欄に承諾を求める旨記載するこ

ととし、その記載がない場合発注者は請負人の承諾が得られたものとする。ただし、その内容が一般的に

使用されている状態となった場合は、請負人の承諾を得ずに使用できるものとする。 

なお、ＶＥ提案が、工業所有権等の排他的権利を有する提案についてはこの限りではない。 

 

８ 責任の所在 

発注者がＶＥ提案を適正と認めることにより、設計図書の変更を行った場合においても、ＶＥ提案を行

った請負人の責任は否定されるものではないものとする。 

 



 

 

様式１ 

 

Ｖ Ｅ 提 案 書 

 

年 月 日 

横浜市長 

                    請負人 住所 

                        氏名             ㊞ 

 

 年 月 日契約の            工事の契約後ＶＥ方式の実施に関する特記仕様書４

(1)に基づきＶＥ提案書を提出いたします。 

契 約 番 号： 

工 事 名： 

契約年月日： 

連絡者氏名 

TEL 

FAX 

ＶＥ提案の概要 

 

番 号※ 項 目 内 容 概算低減額（千円） 

   

概 算 低 減 額 合 計  

ＶＥ提案の詳細 

（１）設計図書に定める内容とＶＥ提案の内容の対比表（様式２） 

（２）ＶＥ提案による概算低減額及び算出根拠（様式３） 

（３）関連工事との関係等（様式４） 

（４）その他詳細資料、工程表及び図面 

※通し番号を付してください。 



 

 

様式２ 

 

番 号※  項目内容  

 

（１）設計図書に定める内容とＶＥ提案の内容の対比 

＜現状＞ ＜改善策＞ 

 

（２）提案理由 

 

 

（３）ＶＥ提案の実施方法（材料仕様、施工要領等を記入） 

 

 

（４）品質保証の証明 

 

 

（５）その他 

 

※様式１の番号と一致させてください。



 

 

様式３ 

番 号※  項目内容  

 

ＶＥ提案による概算低減額及び算出根拠 

 

＜現状＞    単位：千円 ＜改善策＞    単位：千円 

名称及び品出・寸法 数量 単位 単価 金額 名称及び品出・寸法 数量 単位 単価 金額 

          

※様式１の番号と一致させてください。 



 

 

様式４ 

 

番 号※  項目内容  

 

（１）関連工事との関係 

 

（２）工業所有権を含むＶＥ提案である場合、その取扱いに関する事項 

 

（３）ＶＥ提案が採用された場合に留意すべき事項 

※様式１の番号と一致させてください。 

注：ＶＥ提案内容を横浜市発注の他の工事で使用する場合に承諾を求める場合は（３）にその旨記載してくださ

い。 



 

 

様式５ 

第   号 

年 月 日 

 

 

 

 

         様 

 

                         横浜市長             

 

Ｖ Ｅ 提 案 採 否 通 知 書 

 

年 月 日付けで提出されましたＶＥ提案に対する審査結果を次のとおり通知します。 

 

１ 契 約 番 号： 

２ 工 事 名： 

３ 契約年月日： 

ＶＥ提案項目数： 

採 用 項 目 数： 

不 採 用 項 目 数： 

ＶＥ提案に対する「採否」及びその理由 

番号 項目内容 採否の区分 採否の理由 特記事項 

     

 

印 



 

 

中間技術検査に関する特記仕様書 

 

令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

 

１ 本工事は、中間技術検査の対象工事である。 

 

２ 中間技術検査は、公共構造物の品質向上を図るため、工事完成時に不可視となる部分や施工上重要な段階等

において、施工中に検査を行うものである。 

 

３ 請負人は、中間技術検査の実施に際して、検査員及び監督員の指示に従わなければならない。 

 

４ 中間技術検査は、支払いを伴うものではない。 

 

５ 現場代理人及び主任(監理)技術者は、中間技術検査に立ち会わなければならない。 



 

 

あと施工アンカー特記仕様書 

令和７年10月1日 

下水道河川局技術監理課 

 

１ 一般事項 

(１)適用範囲 

この特記仕様書は、下水道工事における次の「あと施工アンカー」の施工に適用する。 

ア 金属系アンカーのうち拡張部打込み型アンカー 

イ 接着系アンカーのうちカプセル方式及び注入式のアンカー 

(２)施工者 

あと施工アンカーの施工は、JCAA（一般社団法人日本建設あと施工アンカー協会）の施工資格を有

するなど、十分な知識、施工技術を有する技術者が実施すること。なお、注入式においては、施工資

格を有しており、メーカーより施工指導および教育を受けた技術者が実施することも可とする。以下

に、対象とする資格の一覧のとおり。 

【JCAAにおける資格種類】 

   第２種あと施工アンカー施工士、特２種あと施工アンカー施工士、第１種あと施工アンカー施工

士、あと施工アンカー技術管理士、あと施工アンカー主任技士、接着系注入方式あと施工アンカー

施工士 

   ※上位資格者の立会い指示9の基、耐力試験の支援作業は可能とする。 

 

 

２ 施工計画書 

あと施工アンカーの施工者は、設計図書等に基づき、所定の施工品質が確保されるよう、品質管理項

目を定め、適切な施工計画や配員計画を立てた施工計画書を作成すること。また、施工方法を具体的に

定めた施工要領書を作成すること。 

施工要領書には以下の項目を記載する。なお、誤った穿孔を行った場合の修正処理などについての手

順等も記載すること。 

(１)金属系アンカー 

①準備、②墨出し、③ドリルビットの選定、④ドリルビットへの穿孔深さのマーキング、⑤コンク

リートの穿孔、⑥坑内清掃および穿孔深さの確認、⑦金属拡張アンカーの挿入、⑧金属拡張アンカ

ーの打込みまたは締付け、⑨検査、⑩付帯設備の取付け、⑪報告書の整理 

 

(２)接着系アンカー 

   ①準備、②墨出し、③ドリルビットの選定、④ドリルビットへの穿孔深さのマーキング、⑤コンク

リートの穿孔、⑥坑内清掃および穿孔深さの確認、⑦接着系材料の挿入または注入、⑧アンカー筋

の埋め込み、⑨硬化養生、⑩ナット取り外し（カプセル式）、⑪検査、⑫付帯設備の取付け、⑬報

告書の整理 

３ 施工方法 

(１)あと施工アンカーの施工は、施工要領書の手順に従い、定められた事項を遵守すること。 

(２)埋設された鉄筋、配管等の干渉が無いことを鉄筋探知機等により確認すること。 



 

 

なお、確認できない場合は、監督員と協議すること。 

(３)施工面にモルタルなどの既存の仕上げ材がある場合は、取り除かなければならない。 

(４)施工位置にジャンカ等がある場合は、十分に調査・検討を行い、監督員と協議すること。 

(５)穿孔は、躯体コンクリートに割裂などが生じないように十分注意して実施すること。 

(６)あと施工アンカーの固着は、使用するあと施工アンカーの施工要領書に基づいて実施すること。 

４ 品質管理 

(１)あと施工アンカーの施工は、作業工程ごとに品質管理項目及び検査項目を定め、施工管理体制を確

立して品質管理を確実に行わなければならない。 

(２)品質管理項目ごとに、判定基準・管理方法・管理時期等の具体的な施工管理内容を定めること。 

(３)施工する際は、既存コンクリートの圧縮強度及びあと施工アンカーの素材強度を試験成績書などに

より確認すること。 

(４)施工終了後、あと施工アンカーの固着強度を検査、試験し、あと施工アンカーが正しく施工されて

いることを確認すること。 

 

５ 自主検査 

あと施工アンカーの施工終了後、あと施工アンカー全数について自主検査を行わなければならない。 

なお、自主検査の内容は次のとおりとする。 

(１)目視検査 

使用したあと施工アンカーの種別、径、施工位置、本数が施工計画書及び施工要領書のとおりか目

視で確認する。 

(２)接触検査 

あと施工アンカーを直接手で触り、がたつきの有無を確認する。 

(３)打音検査 

あと施工アンカーの出しろ部分又はナット部分をハンマー等で叩き、その打撃音を判定する。ま

た、適度な反発があるかを判定する。 

 

６ 引張試験 

あと施工アンカーの施工終了後、原則、引張試験機による引張試験を行うものとする。 

(１)試験数は、１ロットの施工数の３％かつ３本以上を標準とし、ロットから無作為に抜き取る。 

なお、１ロットは１日に施工されたものの径ごととし、１日で同一径のものを複数員、複数の場所

で施工する場合は、監督員の指示によりロットの構成変更を行うことができる。また、試験数は、使

用箇所や環境条件を考慮して監督員と協議し変更することができる。 

(２)試験方法は、あと施工アンカーを確認荷重まで引張るものとし、判定基準は、確認荷重を有する場

合を合格とする。 

なお、確認荷重は、監督員と協議するものとする。 

(３)試験の合否判定は、ロットの全試験数が合格と判定された場合に、当該ロットを合格とする。 

(４)不合格ロットが発生した場合の処置は、次による。 

ア 直ちに試験を中止し、不合格となった原因を調査して必要な改善措置を定め、監督員の承諾を

受けなければならない。 

イ 不合格ロットは、そのロット全数の20％を抜き取り、全数が合格すればそのロットを合格とす



 

 

る。 

１箇所でも不合格のものがあった場合は、そのロット全数について引張試験を行う。 

ウ 不合格となったあと施工アンカーは、再施工し、更に引張試験を行う。 

 

７ その他 

（１）アンカーの種類の変更について 

   使用するアンカーの種類は設計図書に示されたものとするが、それにより難い場合は、アンカーの

種類の変更について監督員と協議し、承諾を得ること。 

（２）注入式アンカーの使用について 

   使用するアンカーの種類を注入式接着系アンカーに変更する場合は、付着強度を確認したうえで監

督員と協議し、承諾を得ること。 

（３）適用すべき諸基準 

   本特記仕様書に特に定めのない事項については、次の基準類による。これにより難い場合は、監督

員の承諾を得なければならない。 

   土木学会：コンクリートのあと施工アンカー工法の設計・施工・維持管理指針（案） 

   日本建設あと施工アンカー協会：あと施工アンカー施工指針（案）【接着系/カプセル方式】、【接

着系/注入方式】、【金属系】 

   国土交通省：あと施工アンカー・連続繊維補強設計・施工指針 

 

 



 

 

安全管理指定工事特記仕様書 

制  定 令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

 

この特記仕様書は、特に安全管理を考慮すべき工事として指定された安全管理工事（以下「安全

管理指定工事」という。）に適用する。 

 

１ 安全管理指定工事の指定要件は、次のとおりとする。 

（１） 電らん（電信・電話等のケーブル）、ガス管、上・下水道管等で、（別表－１）に該当する埋設

物の大部分が掘削断面に露出する工事 

（２） 電らん（電信・電話等のケーブル）、ガス管、上・下水道管等で、（別表－２）に該当する埋設

物の大部分が掘削断面の外側1.5m以内にある工事 

（３） 密集市街地、交通頻繁な道路等、又はそれらに近接して行う工事で、掘削深さが路面から4.0m

以上ある工事（立坑を除く）（護岸を除く） 

（４） 道路の大部分を全面覆工し、交通に開放して行う工事 

（５） 地下埋設物に近接して行う杭打工事等 

（６） 石油タンク、ガスタンク、特別高圧電線路、鉄道等の危険物に近接して行う工事 

（７） 高さ5.0m以上の崖に近接して行う工事で、地質、その他により危険と認められる工事 

（８） ダイナマイト等、爆発物を使用して行う工事 

（９） 交通頻繁な道路で、10,000m3以上の土砂等を連続して運搬する工事 

（10） （別表－３）に該当する下水道工事・河川工事 

（11） 地上31mを超える建築物及び工作物等を設置、解体する工事 

（12） ガスホルダー並びに消化タンク内部施工等爆発の危険性がある工事 

（13） 特別高圧電気設備の設置（新設、増設、置き換え）、改造、取替及び廃止の工事 

（14） 国道占用を伴う下水道工事（開削工事） 

    ただし、小規模工事（取付管工事のみの場合、路線上の工期が30日未満の工事の場合、施工

延長20ｍ未満の工事の場合）については除外する。 

（15） 下水道河川局設計検討委員会（制定 令和６年４月１日）において安全管理が特に必要であ

ると判断された工事 

（16） 特記仕様書、施工条件明示書に「特別な安全配慮事項（施工場所の危険性及び有害性等）」

を記載している工事で、（別表－４）に該当する工事 

    ただし、アスベストについては石綿含有吹付け材（レベル１）及び石綿含有保温材等（レベ

ル２）を取り扱う工事のみを対象とする。 

（17）  その他、公衆災害及び労働災害を起こすおそれがある工事 

 

 

 

 

 



 

 

 

（別表－１）  埋設物の大部分が掘削断面に露出する工事      

埋    設    管 電 ら ん（ケーブル） 
備    考 

ガ ス 管 上・下水道 電 力 電 話 

中圧以上 

低圧 200φ以上 

上水道 300φ以上 

送泥管200φ以上 

下水道1,000φ以上 

6,000Ｖ 

以上 

重要電話ケーブ 

ル及び３条以上 

ただし、掘削方面に直 

交する横断部分は除く 

 

（別表－２）  埋設物の大部分が掘削断面の外側1.5m以内にある工事    

埋    設    管 電 ら ん（ケーブル） 
備    考 

ガ ス 管 上・下水道 電 力 電 話 

中圧以上 

低圧 300φ以上 

上水道 400φ以上 

送泥管200φ以上 

20,000Ｖ 

以上 

重要電話ケーブ 

ル及び６条以上 

 

 

（別表－３）  下水道工事・河川工事 

１ 工事費が６億円以上で、工事の安全上重要な仮設構造物を含む工事 

２ 次に示す仮設構造物の工事費が１億円以上の工事 

 (１) 軟弱地盤の土留工及び締切工で、掘削深さが10.0ｍ以上 

(２) (１)以外の土留工及び締切工で、掘削深さが15.0ｍ以上 

(３) 基準水位から床付深さが4.0ｍ以上の締切工 

(４) 河川堤防と同等機能を有する仮締切工 

(５) 一般交通に供用する土留工、路面覆工及び仮橋等の仮設構造物 

(６) その他、仮設工の段階点検が必要と認められる工事 

 

（別表－４）  特別な安全配慮が必要な工事 

 

２ 請負人は、安全管理指定工事の施工に際し、監督員及び本市工事安全担当員とともに工事の安全

管理に留意し、事故を未然に防ぐことにより、公衆の生命、身体及び財産に危害又は損害を与えない

よう努めなければならない。 

 

３ 請負人は、工事契約締結後、工事安全管理計画書を監督員に提出しなければならない。 

 

 

１ 工事費が２億円以上の土木工事 

  ただし、主たる工種が開削、小口径管推進工法の面整備工事を除く。 

２ 工事費が６億円以上の下水道施設に係る設備工事 

３ 工事費が１億円以上の下水道施設管理課、水再生センター及び下水道センターが発注する

工事 

   ただし、部品交換等による現状復旧を目的とする工事は除く。 



 

 

４ 工事安全計画書には、次の事項を記載しなければならない。 

（１）工事名及び工事場所 

（２）請負人（会社名及び現場代理人氏名） 

（３）現場事務所の所在地と電話番号（昼夜間連絡できるもの） 

（４）契約金額と工事期間 

（５）工事監督機関名と監督員の氏名 

（６）安全管理機構 

ｱ 安全管理機構図 

ｲ 工事関係者に対する教育及び訓練の実施方法 

（７）工事工程表（実施工程表とし、安全管理上重要な箇所にはマークを付す） 

（８）安全管理指定工事の選定要件に係わる安全管理上必要な施工計画及び安全管理対策 

（９）安全管理上必要な安全管理項目及び点検方法 

ｱ 管理項目 

保安施設、重要な地下埋設物、山囲工、掘削方法、覆工、電力設備、機械設備、重要な仮設

備、その他公衆災害及び労働災害を誘発するおそれのある設備、工法等 

ｲ 点検項目 

点検箇所、点検時期、点検員数及び氏名、点検表、報告方法並びに注意、改善指示と確認等の

具体的方法 

（10） 事故発生時の初動措置 

ｱ 緊急非常時連絡系統図 

ｲ 緊急時連絡体制、連絡先電話番号表、交通機関の迂回路及び一般市民の避難方法、 

ｳ 緊急時の指定病院とその案内図 

なお、上記の図表等は整理して工事現場内の見やすい場所に掲示しなければならない。 

（11）関係機関への協議及び当該機関の意見等 

警察署、消防署及び関係企業者への連絡事項（安全管理上重要な作業期間、事故発生時の初動

措置等） 

（12）施工体系図 

（13）その他工事安全管理のために必要な事項 

 

５ 請負人は、工事安全管理計画書を変更しようとするときは、事前に変更計画書を監督員に提出し

なければならない。 

 

６ 請負人は、工事安全管理計画書を提出し確認を受けた後でなければ、安全管理上必要な部分の工

事に着手してはならない。 

 

７ 請負人は、安全管理機構図及び事故発生の初動処置については、図・表等を工事現場内の見やす

い場所に掲示するとともに、工事関係者にその内容を周知徹底させなければならない。 

 

８ 請負人は、工事現場内を随時、巡回及び点検し、安全確保に努めなければならない。 

 



 

 

９ 請負人は、工事日誌を常備し、これに安全管理に関する事項を記録しなければならない。 

 

10 請負人は、安全管理に関する事項について、監督員その他関係機関と緊密に連絡をとり、工事を

施工しなければならない。 

 



 

 

個人情報の保護に関する特記仕様書 

 

令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

 

１ 請負人は、この契約に基づき個人情報を取り扱う事務を行う場合には、その取り扱いについて、横浜市個人

情報の保護に関する条例に基づく「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。 

 

２ 請負人は、本件事務に係る個人情報の取扱いに着手する前に「個人情報取扱特記事項」第2条の4に則り、管

理責任体制、安全対策その他の安全管理措置について、安全管理措置報告書（第1号様式）により報告しなけ

ればならない。 

また、第10条による研修を実施し、研修実施報告書・誓約書（第2号様式）を提出しなければならない。 

 

※「個人情報取扱特記事項」は、横浜市ウェブページを参照ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/youshiki/gesui/template.html 



 

 

工事完成図書の電子納品に関する特記仕様書 

 

令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

 

１ 本工事は、工事完成図書の電子納品の対象工事とする。電子納品とは、調査、設計、工事などの各業務段階

の最終成果を電子データで納品することをいう。ここでいう電子データとは、「工事完成図書の電子納品等要

領[土木編]」(以下、「要領注1」という。)に示されたファイルフォーマットに基づいて作成されたものを指

す。 

２ 工事完成図書は、「要領」に基づいて作成した電子データを電子媒体(CD-R等)で正副各１部提出する。「要

領」で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務はないが、「要領」の解釈に疑

義がある場合は監督員と協議のうえ、電子化の是非を決定する。 

なお、電子納品の事前協議・運用にあたっては、「電子納品等運用ガイドライン[土木工事編]」(以下、

「ガイドライン注1」という。)及び「電子納品運用手順書(案)[工事編]」(以下、「手順書注1」という。)を参

考にするものとする。 

 

３ 電子納品の対象及び作成方法等 

電子納品の対象資料 作成方法等 

ガイドラインによる。 要領及び手順書による。 

※ガイドライン、要領及び手順書は原則として最新版を適用する。 

(１)電子納品の対象資料及び作成方法等は、上表を原則とする。ただし、これによりがたい場合は、監督員と

の事前協議により決めることができる。 

(２)電子納品の対象資料の範囲は、監督員と事前協議により決定する。 

(３)電子納品で使用するファイル形式は要領によることを原則とする。ただし、監督員と協議して将来確認で

きる形式とすることができる。 

 

４ 工事完成図書の提出の際には、横浜市電子納品チェッカー注2によるチェックを行い、エラーがないことを確

認した後、ウィルス対策を実施したうえで提出すること。 

 

注１ 「要領」、「ガイドライン」及び「手順書」は、横浜市の下記ウェブページを参照する。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-

sekoh/cals_ec/yokohamadensi.html      

注２ 「横浜市電子納品チェッカー」は、横浜市の下記ウェブページよりダウンロードして使用する。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/zaisei/kokyo/sekkei-sekoh/cals_ec/checker.html 



 

 

管きょ更生工法(自立管)特記仕様書 
令和７年７月１日 

下水道河川局技術監理課 

 

第１節 一般事項 

1－1 適用 

１ 本仕様書は、横浜市(以下、本市という。)が管理する自然流下方式の下水道管路施設のうち、既設管内径

800mm未満の管きょ(マンホール、ます、取付管を除く)に適用する。 

２ 本仕様書は、下水道管きょの更生工事に対して、下水道本管を自立管により更生させる工事に適用する。 

３ 本仕様書に特に定めのない事項については、「下水道管きょ工事仕様書」、「既設下水道管調査業務委託

共通仕様書」、「公共下水道施設保全委託仕様書」の規定によるものとする。 

 

1－2 適用工法 

１ 本仕様書の適用工法は、自立管の反転工法と形成工法である。 

２ 本工事で適用できる工法は、日本下水道協会規格「下水道熱形成工法用硬質塩化ビニル更生管（JSWAS K-

19）」に適合する工法または、公益財団法人日本下水道新技術機構の建設技術審査証明を得た工法で、「2

－1 施工条件」及び「3－2 更生管の要求性能」に適合した工法とする。 

 

1－3 更生管の耐用年数 

更生管の耐用年数は、下水道管きょとしての標準耐用年数である50年を有するものであることとする。 

 

1－4 施工 

本工事では、次の項目を遵守して施工しなければならない。 

１ 施工条件 

２ 更生管の仕様 

３ 施工計画 

４ 施工管理 

５ 品質管理 

６ 出来形管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第２節 施工の条件 

2－1 施工条件 

本工事の施工条件は、次のとおりである。 

更生管の設計条件 

 

路線番号 

 

設計地震動 

人孔と更生管の接続部において、レベル２地震動に

対し、以下の条件を満足すること 

 

備 考 

抜け出し量（ ）mm以

下 

終局限界屈曲角（ ）以

上 

例１） レベル１及びレベル２ 200 0° 2′38″  

例２） レベル１及びレベル２ － － 耐震基盤面内 

     

     

     

     

※終局限界屈曲角とは、自立管の引張り応力が限界値になる角度をいう。 

 

第３節 更生管の仕様 

3－1 更生管の構造仕様 

請負人は、施工の条件で示した管厚を次の条件に基づき更生管厚の計算を行い、その結果が確認できる資料を

作成し監督員に提出しなければならない。 

１ 更生管きょの評価 

既設管きょの耐荷能力は見込まないこととする。 

２ 荷重 

鉛直土圧と活荷重による鉛直荷重の総和とする。なお、鉛直土圧については周辺地盤が乱される場合を

想定し、土被り２ｍまでは鉛直公式の土圧を、それ以上の土被りの場合は、２ｍ鉛直公式の値とヤンセン

公式のうち大きい方を採用するものとする。 

３ 更生管厚の算定式 

「下水道用硬質塩化ビニル管(JSWAS K-1)」及び「下水道用強化プラスチック複合管(JSWAS K-2)」によ

るものとする。 

 

 



 

 

 

3－2 更生管の要求性能 

更生管きょに求められる要求性能は下水道管きょが有すべき基本的機能と同等であり、品質確保においては、

施工技術が現場条件に適合し適切に施工することが重要である。このため、日本下水道協会規格「下水道熱形成

工法用硬質塩化ビニル更生管（JSWAS K-19）」を満たすもの、あるいは「管きょ更生工法における設計・施工管

理ガイドライン（2017年版（公社）日本下水道協会）」に基づき、別表１を満たすものとして、これらについて

公的審査証明機関等の審査証明を得たもの又はこれと同等以上の品質を有すること。 

   

第４節 施工計画 
請負人は、管きょ更生工事の施工に当たって、工事着手前に調査を行い、次の事項を明記した施工計画書を作

成し監督員に提出しなければならない。 

 

4－1 工事概要 

請負人は、工事の概要として次の事項を設計図書により確認しなければならない。 

① 工事名称   ② 工事箇所   ③ 路線番号   ④ 施工延長(管きょ延長)   ⑤ 既設管種 

⑥ 既設管内径   ⑦ 既設管勾配   ⑧ 工法分類   ⑨ 更生後の断面 

 

4－2 施工現場の条件 

請負人は、工事の着手に当たって現地調査を行い、次の施工現場の条件事項について確認しなければならな

い。 

① 道路状況   ② 道路使用許可条件   ③ 周辺環境   ④ 進入路状況   ⑤ 気象・気温 

⑥ 仮排水   ⑦ 施工時間規制   ⑧ 排水条件   ⑨ 流下下水量・水位   ⑩ 地下水位 

 

4－3 施工計画書に定めるべき事項 

① 工事概要   ② 職務分担及び緊急時の連絡体制   ③ 工事記録写真撮影計画         

④ 実施工程表   ⑤ 工法選定理由   ⑥ 施工手順   ⑦ 主要機械   ⑧ 主要資材    

⑨ 材料設計及び水理性能評価   ⑩ 材料品質証明の内容   ⑪ 事前処理計画   ⑫ 施工管理   

⑬ 品質管理   ⑭ 環境対策   ⑮ 安全・衛生管理                      

⑯ 材料の製造から使用までの保管期間と保管方法   ⑰ 材料の運搬方法   ⑱ 不明な取付管の対応   

⑲ 工事記録等の管理   ⑳ その他、監督員の指示事項等 

 

4－4 職務分担及び緊急時の連絡体制 

１ 主任技術者、監理技術者は、建設業法に定める有資格者でなければならない。 

２ 請負人は、工事の着手に際して職務分担表を作成し、監督員に提出しなければならない。 

３ 請負人は、管きょ更生の施工及び取付管口の穿孔等の施工作業にあたるものとして、実技研修を伴う技能

講習を修了した有資格者等であり、施工を熟知した技術者を選任し、監督員の了承を得なければならな

い。 

４ 請負人は、本社責任者、現場代理人、主任技術者(監理技術者)の氏名、緊急時の連絡先(昼、夜)を明示し

た緊急時連絡体制表を作成し監督員に提出しなければならない。 

 



 

 

 

 

 

4－5 実施工程表の作成 

請負人は、実施工程表の作成にあたり、「工事概要」、「施工現場の条件」及び「既設管調査・事前処理計

画」の内容を反映し、市民の生活や交通に支障をきたさないように、１サイクルで施工可能な適切な工事範囲を

あらかじめ明示し、これに必要な作業時間、養生時間等に基づき実施工程表を作成し監督員に提出しなければな

らない。 

 

4－6 既設管調査・事前処理計画 

１ 請負人は、下水道管きょの更生工事に先立ち、既設管きょ内を洗浄するとともに、既設管きょ内を目視ま

たはテレビカメラによって調査しなければならない。 

調査項目は管種、管きょ口径、管路延長、管きょ内損傷等状況とし、管きょ内状況から調査方法、取付

管突出し処理、浸入水処理及びモルタル除去の必要性を判定した結果をまとめた報告書を監督員に提出し

なければならない。 

２ 請負人は、既設管調査の結果、障害物等の事前処理が必要な場合には、監督員と協議し、管きょ更生工事

に支障のないように切断・除去等により処理しなければならない。 

 

4－7 工法選定理由 

請負人は、管きょ更生工事で採用する工法が更生管に必要な構造機能、流下機能等の仕様を満足することを構

造計算書、流量計算書に明示するとともに、成形後における軸方向及び内径方向の収縮性も十分に考慮した上で

工法選定理由を施工計画書に記載し、監督員に提出しなければならない。 

なお、流量計算書は、更生材の材料特性として、呼び厚さに20％考慮した断面で作成するものとする。ただ

し、呼び厚さの管理が20％以下でできる工法の場合は、それを考慮した断面で流下能力の確認を行うことができ

る。 

 

4－8 不明な取付管の対応 

請負人は、現地調査及びテレビカメラ調査の結果、接続先不明もしくは未使用の取付管があった場合には、監

督員に報告し、その対応を協議の上決めるものとする。 

 

4－9 その他の留意事項 

１ 請負人は、作業準備、後片付け及び地先排水の水替え等についても、工事着手前に現場の機器設置スペー

ス及びマンホール、桝の位置を確認し、使用する主要資機材を明記し監督員に提出しなければならない。 

２ 請負人は、工事着手前に監督員と協議のうえ地元住民に工事の内容を説明し、理解と協力を求め、工事を

円滑に実施しなければならない。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

第５節 施工管理 

5－1 施工管理 

１ 請負人は、工事を安全に実施し、かつ品質を確保するために、スパン毎に次の事項について適宜、監督員

と協議を行い十分な管理を行わなければならない。 

① 工程（工事工程、試験予定日等）   ② 安全・衛生   ③ 施工環境 

２ 請負人は、作業開始後は作業時間内に通水（仮通水を含む）まで完了させなければならない。 

３ 請負人は、管理項目及び管理値等を適切に管理するとともに、自動記録紙等に温度・圧力・時間等を記録

し、監督員に提出しなければならない。 

４ 請負人は、現場状況等により施工計画に変更が生じた場合は、速やかに監督員と協議すると共に、施工計

画書の変更を行わなければならない。 

 

5－2 安全・衛生管理 

請負人は、労働災害はもとより、物件損害等の未然防止に努め、労働安全衛生法、酸素欠乏症等防止規則、な

らびに市街地土木工事公衆災害防止対策要綱等の定めるところに従い、その防止に必要な次の措置を講じなけれ

ばならない。 

１ 下水道管きょ更生工法における安全管理 

① 有資格者の適正配置 

② 下水道管内作業に適した保護具の着用 

③ 施工前の安全対策（情報収集、雨天時ルールの確認、緊急時の避難計画等含む） 

④ 施工時の安全対策 

⑤ 周辺環境への対策 

⑥ 災害防止についての対策 

２ 酸素欠乏及び有毒ガス等の安全処置 

３ 供用中の施工における排水対策 

４ 安全に関する研修、訓練 

 

5－3 施工環境管理 

請負人は、施工中の環境に配慮するために、次の環境対策を講じなければならない。 

１ 工事広報 

２ 粉塵対策 

３ 臭気対策 

４ 騒音・振動対策 

５ 防爆対策 

６ 温水・排水熱対策 

７ 宅内逆流噴出等対策 

なお、使用材料にスチレン等の有機溶剤が含まれている場合は、その運搬、保管、施工時等の取扱いにあたり



 

 

臭気対策を実施するとともに関係法令を遵守し作業の安全に努めなければならない。 

 

 

 

第６節 品質管理 

6－1 品質管理 

請負人は、更生後の品質を確保するため、主任技術者又は監理技術者の責任の下で、施工計画書の品質管理計

画に記載された「施工前の品質管理」、「施工時の品質管理」及び「しゅん工時の品質管理」に基づき十分管理

し、その結果が確認できる資料を作成して監督員に報告しなければならない。 

また、各施工段階における品質管理として必要な試験について試験項目、試験頻度、試験実施予定日※、試験

方法、管理値の詳細を記した試験計画書を別途作成し、試験実施までに監督員に提出しなければならない。 

※試験のためのサンプル採取と試験結果確認日が異なる試験については、採取日と試験実施日の両方を記載す

る。 

 

6－2 施工前の品質管理 

請負人は、使用する更生材料等の現場搬入、受入れに対して関係法規の遵守等細心の注意を払うと共に、工事

着手前に当該材料等の品質を確認するため、適正な管理下で製造されたことを証明する資料（使用材料・組成一

覧表（材料証明書）、品質証明書、化学物質安全データシート（ＭＡＤＳ）、材料納品書（納品伝票）、ミルシ

ートなど）を監督員に提出しなければならない。 

また、請負人は、必要に応じ物性試験を行い、監督員に提出しなければならない。 

 

6－3 施工時の硬化方法別品質管理 

請負人は、硬化方法別（熱硬化タイプ、光硬化タイプ、熱形成タイプ）に次の項目については施工計画書の記

載内容を遵守して適切に管理しなければならない。 

請負人は、施工計画書に記載された管理項目、管理値等を適切に管理すると共に、自動記録紙等の温度・圧力

・時間等を記録し、監督員に提出しなければならない。 

１ 熱硬化タイプ 

① 材料挿入（反転・引込）速度   ② 反転時及び拡径時の圧力管理   ③ 硬化時の圧力管理 

④ 硬化温度管理及び硬化時間管理   ⑤ 冷却養生時間管理 

２ 光硬化タイプ 

① 材料挿入(引込)速度   ② 反転時及び拡径時の圧力管理   ③ 硬化時の電源管理 

④ 硬化時の圧力管理   ⑤ 硬化温度管理   ⑥ 硬化時間管理（光照射時間、照射ランプの走行

速度等）   ⑦ 冷却養生時間管理 

３ 熱形成タイプ 

① 材料挿入(引込)速度   ② 蒸気加熱時の温度管理   ③ 蒸気加熱時の圧力管理 

④ 拡径時及び冷却時の温度管理   ⑤ 拡径時及び冷却時の圧力管理 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

6－4 しゅん工時の品質管理 

請負人は、反転、形成工法で施工した現場における更生管きょにおいて、マンホール管口から採取した試験片

（試験項目に応じた頻度で採取）を使用して、発注者の認めた一般財団法人等を含む公的試験機関や

ISO/IEC17025認定試験所で次の試験を行わなければならない。 

しゅん工時に確認すべき試験 

自立管区分 
現場硬化管（熱硬化・光硬化タイ

プ） 
密着管（熱形成タイプ） 

工場認定制度 無し 有り 無し 有り 

曲げ特性 

（曲げ強さ・曲げ弾性

率） 

実施 

（スパン毎※１） 

実施 

（スパン毎※

１） 

実施 

（スパン毎※１） 
  

耐薬品性試験 
実施※２ 

（工法毎） 
  

実施※２ 

（工法毎） 
  

耐震性確認 実施※３（工法毎）    実施※３（工法毎）   

  ※１ 現場状況が同等と見なせる場合には、監督員との協議により管径ごとにすることができる 

    （ただし、１工事において、管径毎10スパンに１回は試験を行うこと） 

  ※２ 下表による 

※３ 耐震計算が必要な場合に行う   

 しゅん工時 

現場硬化管 

（熱硬化・光硬化タイプ） 

【浸漬後曲げ試験注１】 

各現場の工法ごとに、以下の条件での浸漬前後の曲げ弾性率を計測し、その

保持率を確認する。  試験片を浸漬させる試験液：２種注２ 

温度：60℃  期間：56時間 

試験結果の基準  【試験液浸漬56時間後の曲げ弾性率保持率80%以上】 

密着管 

（熱形成タイプ） 

【JSWAS K-1、K-14】 

使用材料に応じて、JSWAS K-1（塩ビ系）、JSWAS K-14（ポリ系）に準じ、そ

れぞれに規定している耐薬品性試験を実施する。   試験液：４種注３ 

試験結果の基準 【質量変化度±0.2mg/cm2以内】 

注１ 耐薬品性試験（浸漬後曲げ試験）では試験片の端面保護コーティングは行わない 

注２ 10％硫酸及び１％水酸化ナトリウム水溶液 

注３ 蒸留水、10%塩化ナトリウム水溶液、30%硫酸、40%水酸化ナトリウム水溶液 

試験結果から次の項目を確認し、その結果を監督員に提出しなければならない。 

ただし、これによりがたい場合は現場諸条件等を考慮し、監督員と協議するものとする。 

１ 曲げ強さ※（短期）の試験結果が申告値を上回ること。 

２ 曲げ弾性率（短期）の試験結果が申告値を上回ること。 

３ 耐薬品性が規格値を満足していること。 

なお、耐震性能の確認のために引張特性、圧縮特性の試験を行う場合には、次の項目を確認し、その結



 

 

果を監督員に提出しなければならない。 

４ 引張強さ（短期）の試験結果は、申告値を上回ること。 

５ 引張弾性率（短期）の試験結果は、申告値を上回ること。 

６ 圧縮強さ（短期）の試験結果は、申告値を上回ること。 

７ 圧縮弾性率（短期）の試験結果は、申告値を上回ること。 

 ※曲げ強さ（短期）は、現場硬化管が硬化していることの確認と耐震性能を満足していることの確認のた

め、管軸方向に採取した試験片に対して、最大荷重時の曲げ応力度を確認すること。 

なお、日本下水道協会のⅡ類資器材として登録されている、現場硬化性の熱硬化タイプ・光硬化タイプの材料

を使用している工法については、認定工場制度の検査証明書を提出することにより、上述３～７の試験の実施を

免除することができる。（上述１、２の試験は、Ⅱ類資器材でも実施しなければならない） 

また、熱形成タイプは、認定工場制度の検査証明書を別途提出することにより、上述１～７の試験の実施を免

除することができる。 

 

第７節 出来形管理 

7－1 寸法管理 

請負人は、更生管の出来形を把握するため、更生管内径、延長を計測しなければならない。 

また、更生管の内径について、養生後24時間以降で１回、図－１に示す測定位置で計測し、その記録を監督員

に提出しなければならない。 

 

7－2 更生管の厚み及び内径の管理 

請負人は、更生工事完了後の更生管厚又は仕上り内径が適正であることを次の測定方法により確認しなければ

ならない。 

１ 更生管の測定は、１スパンの上下流マンホールの管口付近で行うこと。 

２ 更生管の測定箇所は円周上の６箇所とする。ただし、マンホール内に更生管を突出した状態で更生を完了

する場合には突出し部分の管厚に増減が生じるため、既設管きょと更生管の内径差により管厚を求めるこ

と。 

３ 更生管厚の検査基準は、６箇所の平均管厚が呼び厚さ以上で、かつ、上限は＋20％以内とし、測定値の最

小値は設計更生管厚以上(第３節 更生管の仕様 3.1 更生管厚で計算したもの)とする。また、測定した

平均管厚により流量計算表を作成し、水理性能（既設管きょと同等以上）の確認を行い、完成図書として

監督員に提出しなければならない。（使用フォーマットについては、監督員と別途協議すること。） 

 ４ 更生管厚の測定は、更生工事前に既設管内径を測定し、更生後に同方向での更生管内径を測定し、結果を

差し引くことで厚みを確認することとし、更生管きょの縫い目を避けて行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 仕上り内径の測定位置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

7－3 内面仕上がり状況 

１ 請負人は、更生工完了時において、更生管内を洗浄し取付管穿孔片を除去した後、全スパンについて自走

式テレビカメラにより外観検査を行い、その結果を監督員に提出しなければならない。なお、自走式テレ

ビカメラの場合、取付管口においては必ず側視を行い、状況を入念に確認しなければならない。 

２ 請負人は、確認の内容としては、更生管の変形、更生管浮上による縦断勾配の不陸等の欠陥や異状個所が

ないことを確認し、その結果を監督員に提出しなければならない。 

３ 請負人は、更生管と既設マンホールとの本管管口仕上げ部においては、浸入水、仕上げ材のはく離、ひび

割れ等の異常がないことを確認し、その結果を監督員に提出しなければならない。 

４ 請負人は、取付管口の穿孔仕上げ状態として、既存の取付管口形態と流下性能を確保し、新たに漏水、浸

入水の原因となる状況を発生させていないことを確認しなければならない。 

 

7－4 工事記録写真等の撮影及び提出 

請負人は、テレビカメラ及び工事記録写真等の結果を報告書に添付して監督員に提出しなければならない。 

 

第８節 提出図書 

8－1 提出図書 

請負人は、工事完了時に以下に示す図書を監督員に提出しなければならない。 

① 竣功図   ② 事前調査報告書   ③ 成果表(施工延長集計表)   ④ 材料表(納品伝票) 

⑤ 施工管理報告書   ⑥ 温度管理・圧力管理記録表   ⑦ 出来形管理記録表 

⑧ 溶媒から発生するガス濃度測定記録表   ⑨ 品質性能試験報告書(試験計画書、更生材の製造証明

書、しゅん工時試験)   ⑩ 酸素欠乏等の濃度測定記録表   ⑪ テレビカメラ調査結果(施工前及び施

工後)及び工事記録写真   ⑫ 流量計算表 

 

第９節 その他 

9－1 作業の完了 

作業を完了し、所定の書類が提出された後、監督員並びに検査員の検査をもって完了とする。 

１ 請負人は、中間検査及び完了検査に立ち会うこと。 

２ 事前の調査及び作業において、下水道施設に破損、不等沈下等の異常を発見した場合は、速やかに監督員

に報告しその指示に従うこと。 

３ 設計図書に特に明示していない事項であっても、更生工施工上で当然必要となるものは、請負人の負担に

おいて処理すること。 

４ その他特に定めのない事項については、速やかに監督員に報告し指示を受けて処理すること。 



 

 

 

別表１ 

 

評価項目 種別 要求性能 試験方法 

耐荷性能 

偏平強さ又は外圧強さ 
既設管きょφ600mm以下 新管と同等以

上 

偏平強さ（基準たわみ量時の線荷重） JSWAS K-1（φ600mm以下） 

既設管きょφ700mm以上 基準たわみ外圧及び破壊外圧 JSWAS K-2（φ700mm以上） 

曲げ強さ 

短期 

密着管 
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 

[最大荷重時の曲げ応力度] 申告値以上 
JIS K 7171 

硬質塩化ビニル樹脂 JIS K 7171（試験速度2mm/min） 

現場硬化管 
[第一破壊時の曲げ応力度] 申告値以上（ただし25MPa以上） 

JIS K 7171及びJIS A 7511附属書D 
[第一破壊時の曲げひずみ] 申告値以上（ただし0.75％以上） 

長期 

密着管 
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 

申告値以上※1 
（申告値＝短期曲げ強さ[最大荷重時の曲げ応

力度]申告値÷安全率） 

JIS K 7116（水中，1，000時間） 

硬質塩化ビニル樹脂 JIS K 7115又はJIS K 7116（水中，1，000時間） 

現場硬化管 

ｶﾞﾗｽ繊維有り 申告値以上※1 JIS K 7039（水中，10，000時間） 

ｶﾞﾗｽ繊維無し 申告値以上※1 
（申告値＝短期曲げ強さ[最大荷重時の曲げ応

力度]申告値÷安全率） 
JIS K 7116（水中，10，000時間，試験片の数25以上） 

曲げ弾性率 

短期 
密着管 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 
申告値以上 

JIS K 7171 

硬質塩化ビニル樹脂 JIS K 7171（試験速度2mm/min） 

現場硬化管 申告値以上（ただし1500MPa以上） JIS K 7171 

長期 

密着管 
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 

申告値以上※1 JIS K 7116（水中，1，000時間） 
硬質塩化ビニル樹脂 

現場硬化管 
ｶﾞﾗｽ繊維有り 申告値以上※1 JIS K 7035（水中，10，000時間） 

ｶﾞﾗｽ繊維無し 申告値以上※1（ただし300MPa以上） JIS A 7511 附属書D（水中，10，000時間） 

耐久性能 

耐薬品性 
密着管 質量変化度±0.2mg/cm2以内 JSWAS K-1又はJSWAS K-14 

現場硬化管 別表２耐薬品性試験方法に示す判定基準 浸漬後曲げ試験（別表２耐薬品性試験方法） 

耐摩耗性 
密着管 

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管（新管）と同等程度 JIS K 7204 又は JIS A 1452 等 
現場硬化管 

耐ストレイン 

コロージョン性 
現場硬化管 ｶﾞﾗｽ繊維有り 

50年後の最小外挿破壊ひずみ≧0.45%かつJSWAS K-2 

で求められる値を下回らない 
JIS K 7034 

水密性 
密着管 

内外水圧0.1MPaで漏水がないこと（3分間保持） JSWAS K-2 
現場硬化管 

耐劣化性 密着管・現場硬化管（ｶﾞﾗｽ繊維無し） 長期曲げ強さと共通 長期曲げ強さと共通 

耐震性能 

曲げ強さ 短期 

 

密着管 

 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 

[最大荷重時の曲げ応力度] 申告値以上 JIS K 7171 硬質塩化ビニル樹脂 

現場硬化管 

引張強さ 

短期 

密着管 
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 申告値以上（ただし15MPa以上） 

JIS K 7161 
硬質塩化ビニル樹脂 申告値以上（ただし20MPa以上） 

現場硬化管 申告値以上（ただし15MPa以上） ISO 8513(A) 又は (B) 又は JIS K 7161 

引張弾性率 
密着管 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 申告値以上 

JIS K 7161 硬質塩化ビニル樹脂 申告値以上（ただし1.2GPa以上） 

現場硬化管 申告値以上 

引張伸び率 短期 
密着管 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 350% 以上 JIS K 6815-3 

硬質塩化ビニル樹脂 70% 以上 JIS K 7161 

現場硬化管 申告値以上（ただし0.5％以上） ISO 8513(A) 又は (B) 又は JIS K 7161 



 

 

 

評価項目 種別 要求性能 試験方法 

耐震性能 

圧縮強さ 短期 
密着管 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 

申告値以上 
JIS K 7181 

  
硬質塩化ビニル樹脂 

現場硬化管 

圧縮弾性率 短期 
密着管 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂 

申告値以上 
JIS K 7181 

  
硬質塩化ビニル樹脂 

現場硬化管 

水理性能 
粗度係数 

全て 
原則として0.010以下 粗度係数確認試験 

成形後収縮性 申告値以下 成形後の軸・周方向収縮性試験 

環境安全性能 

粉じん（塵）対策 

全て 

大気汚染防止法等の関連法及び条例を遵守できること 施工計画書等で確認 

臭気対策 悪臭防止法等の関連法及び条例を遵守できること 施工計画書等で確認 

騒音・振動対策 
騒音規制法及び振動規制法等の関連法及び条例を遵守できるこ

と 
施工計画書等で確認 

防爆性 
引火・爆発性を有する溶媒等を使用する材料の場合，施工中に

爆発等事故が発生しないこと 
技術的な裏付けを技術検討書等で確認 

その他（温水対策等） 自治体の条例等を遵守できること 施工計画書等で確認 

その他 

適用許容範囲 

（段差･ずれ･曲がり 

･継手すき間） 

全て 

現場条件に適用可能であること（既設管きょの内面状況） 

技術保有者の資料又は審査証明等の資料で確認 
施工可能延長 現場条件に適用可能であること（施工延長） 

適用管種・管断面 現場条件に適用可能であること（適用管種・管断面） 

※1試験結果に基づく50年後の推定値が申告値（設計値）を上回ること 



 

 

 

別表２ 

種別 試験方法 

 

 

 

 

 

 

 

現場硬化管 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸漬後曲げ試験注１ 

(1) 基本試験 

浸漬させる試験液：８種注２ 

温度：23℃ 

期間：28日 

【試験液浸漬28日後の曲げ強さ保持率及び曲げ弾性率保持率80％以上】 

(2) 常温試験 

浸漬させる試験液：２種注３ 

温度：23℃ 

期間：６ヶ月、１年 

【試験液浸漬１年後の曲げ弾性率保持率70％以上】 

(3) 促進試験 

浸漬させる試験液：２種注３ 

温度：60℃ 

期間：28日、６ヶ月、１年 

(4) 長期曲げ弾性率を推定 

【50年後の長期曲げ弾性率が設計値（換算値）を下回らない】 

【 】は、判定基準を示す 

注１ 浸漬後曲げ試験では試験片の端面保護コーティングは行わない 

注２ 蒸留水、10%硫酸、10%硝酸、１%水酸化ナトリウム水溶液、0.1%合成洗剤、 

５%次亜塩素酸ナトリウム溶液、５%酢酸、植物油 

注３ 10％硫酸及び１％水酸化ナトリウム水溶液 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

管きょ更生工法（複合管)特記仕様書 

令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

第１節  一般事項 

１．１ 適用 

１． 本仕様書は、横浜市（以下、本市という。）が管理する自然流下方式の下水道管路施設のうち円形、矩

形、馬てい形の管きょ（マンホール、ます、取付管を除く）に適用する。 

矩形きょ、馬てい形の管きょの適用範囲については、道路土工カルバート工指針に準ずる。 

２． 本仕様書は、管きょの更生工事における下水道本管を複合管により更生させる工事で、修繕工事を省く

全ての工事に適用する。 

３． 本仕様書に特に定めのない事項については、「下水道管きょ工事仕様書」「既設下水道管調査業務委託

共通仕様書」「公共下水道施設保全委託仕様書」の規定によるものとする。 

 

１．２ 適用工法 

１． 本仕様書の適用工法は、複合管の製管工法である。 

２． 本工事で適用できる工法は、公益財団法人下水道新技術機構の建設技術審査証明を得た工法で、かつ第

2節 施工条件明示に適合し、形成方法にかかわらず、「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイド

ライン（2017年版）」で示す「要求性能」に適合する工法とする。 

 

１．３ 更生管の耐用年数 

１． 更生管の耐用年数は、下水道管きょとしての標準耐用年数である50年を有するものであること。 

 



 

 

 

第２節  施工条件明示 

２．１ 施工条件 

本工事の施工条件は、次のとおりである。 

１． 既設管きょ状況   路線番号 ○○-○○路線 

１．管径(mm) 

□〇〇mm×〇〇mm                                       

２．管種別 

ヒューム管、現場打ちボックスカルバート                            

３．管更生距離(ｍ) 

L=〇〇m                                            

４．段差・ずれ(mm) 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇〇mm）                            

５．曲り(°) 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇〇°）                            

６．継ぎ手隙間 (mm) 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇〇mm）                            

７．浸入水の有無 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇ランク）                           

８．侵入根 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇ランク）                           

９．破損 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇ランク、下流から〇〇ｍに〇ラン

ク)                                             

10．腐食 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍ～〇〇ｍに〇ラン

ク)                                             

11．たるみ 

あり・なし  ありの場合（下流から○○ｍに〇ランク）                           

12.取付管の突き出し 

あり・なし  ありの場合（下流から〇〇ｍに〇ランク）                           

13．その他 

                                                  

※水深[m]については13.その他 に記載 

２． 更生管の設計条件 

１．荷重（kN/m2） 活荷重：T-〇〇 土被り：縦断図参照 

  土の単位体積重量 ○○kN/m3  （土層毎に記載すること。）   

２．必要流下量 ○○m3/sec  ○○路線 

３．既設管残存強度 圧縮強度試験：〇〇N/mm2 

４．鉄筋の諸条件 鉄筋径：φ〇〇mm 配筋ピッチ：〇〇mm＠〇

本                                                    



 

 

 

３． その他 

潜行目視調査結果有り                                     

 

第３節  更生管の仕様 

３．１．更生管の構造仕様 

請負人は、施工条件と次の条件に基づき更生管の構造計算を行い、その結果が確認できる資料を作成し

監督員に提出しなければならない。 

１． 更生管の評価 

既設管きょの残存強度を勘案し、既設管と更生材が構造的に一体として、新管と同等以上の耐荷性能及

び耐久性等を有すること。 

２． 荷重 

構造計算に用いる荷重においては、常時及び地震時の荷重状態を考慮することとする。また、常時及び

地震時に考慮する荷重の種類及び適用条件等については、「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイ

ドライン（2017年版）」を参照することとする。 

土圧には、管きょの側部に作用する水平土圧と上部に作用する鉛直土圧があり、管きょの種類や土質条

件、施工条件を考慮して適切に設定すること。鉛直土圧の算定式は、土被り厚と土の単位体積重量を乗じ

て算定する直土圧式を基本とするが、既設管きょの土被り地盤の安定状況、布設時の施工方法や施工後の

周辺工事等を勘案し、ゆるみ土圧等適切な土圧式を採用する。 

矩形きょ、馬てい形きょの活荷重の算定については、道路土工カルバート工指針に準ずる。 

３． 更生管の構造計算 

 更生管の構造計算は終局耐力を評価できる限界状態設計法によることとする。ただし、JASWAS A-1 の

外圧試験に基づき申告値以上又は新管と同等以上に耐荷能力が確認できる場合はこの限りではない。 

４． 耐震計算 

本工事で使用する更生材は、次に示す考え方により耐震計算し、耐震性能を確認し、監督員の承認を得

るものとする。 

①  対象とする地震動  「レベル１」「レベル２」 

②  構造形式      縦断図を参照のこと 

③  検討項目      詳細については、「下水道施設の耐震対策指針と解説-2014年版-」及び「管 

きょ更生工法における設計・施工管理ガイドライン-2017年版-」に準拠するこ

と。 

 

３．２．更生管材料の要求性能  

更生管きょに求められる要求性能は下水道管きょが有すべき基本的機能と同等であり、品質確保におい

ては、施工技術が現地条件に適合し適切に施工することが重要である。このため、以下の１～６の条件を

満たすものとして、これらについて公的審査証明機関等の審査証明を得たもの又はこれと同等以上の品質

を有すること。また、その内容が確認できる資料を作成し、監督員に提出しなければならない。 

１． 耐荷性能 

1) 複合管断面の破壊強度及び外圧強さ 

以下の何れかの方法に基づいた強度確保を確認。 

①  既設管の劣化状態等を加味した複合管に対して、更生後の終局耐力が評価できる限界状態設計法に



 

 

 

より照査を行い、申告値以上又は新管と同等以上の強度確保を確認。 

②  既設管が遠心力鉄筋コンクリート管の場合、複合管に対するJSWAS A－1の外圧試験により申告値以

上又は新管と同等以上の強度を確認。供試体となる複合管は下水道用鉄筋コンクリート管（新管）を

破壊状態まで載荷した後、これを更生したもの。 

2) 充填材の圧縮強度 

既設管と更生管との間隙を十分充填でき、硬化収縮がなく既設管との付着力が高いこと。 

充填材の圧縮強度は、「JSCE-G521又はJSCE-G505」等による圧縮強度試験により申告値（設計保証値）

以上を確認。 

3) 充填材のヤング率 

充填材のヤング率は、「JIS A 1149」による試験により申告値以上であることを確認。 

２． 耐久性能 

1) リング剛性（ら旋巻管） 

リング剛性は、構造計算に必要がない場合は不要である。 

ら旋巻管の表面部材（鋼材含む）に剛性を期待する場合に（リングとは異なるら旋巻の管の剛性特性を

適切に評価するために）必要となる性能である。 

円形管を対象とし、ISO 9969の試験により申告値以上かつ0.5 KPa以上であることを確認。 

2) クリープ比（ら旋巻管） 

リング剛性と同様に、構造計算に必要がない場合は不要である。 

ら旋巻管の表面部材（鋼材含む）に剛性を期待する場合に（構造部材として長期性能を確認するため

に）必要となる性能である。 

ら旋巻管の表面部材のクリープ比（50 年値）は、ISO 9967 の試験により申告値以上かつ2.5以上であ

ることを確認。 

3) 接合部引張強さ（ら旋巻管） 

ら旋巻管の接合部引張強さは、JIS A 7511 の試験により申告値以上であることを確認。 

なお、試験は各工法で必要とされる方向（かん合方向とかん合直方向）で行う。 

4) 接合部の接合強さ（組立管） 

組立管の接合部接合強さは、JIS A 7511により申告値以上であることを確認。 

5) 耐薬品性 

耐薬品性は、表面部材の材料に応じて以下に示す試験方法により規格値以内を確認。 

 

表面部材が塩ビ系樹脂 表面部材がポリエチレン系樹脂 

JSWAS K-1による耐薬品性試験 

【質量変化度が±0.2 mg/cm2以内】 

JSWAS K-14による耐薬品性試験 

【質量変化度が±0.2 mg/cm2以内】 

 

6） 耐摩耗性 

JIS K 7204、又はJIS A 1452等により、硬質塩化ビニル管（新管）の摩耗試験結果と同等程度の耐摩耗

性を確認。 

7) 水密性 

JSWAS K－2により、内外水圧（0.1 MPa以上： ３分間保持）に対する水密性（漏水なし）を確認。 

8) 一体性 



 

 

 

JIS A 1171に準じた試験により母材破壊が支配的であることをもって、既設管と充填材が界面剥離しな

いことを確認。 

 

 

３． 耐震性能 

「下水道施設の耐震対策指針と解説」における差し込み継手管きょ、ボックスカルバート等の考え方を

勘案し性能照査を行い、継手部の屈曲角及び抜け出し量が許容値以内であることを確認。 

耐震計算により継手部の照査が困難な場合は、耐震実験による表面部材等の継手部の照査を行い、

【（永久ひずみ1.5％による抜け出し）＋（スパン長30 m、沈下量30 cm）を想定した変形を発生させ、内

水圧0.1 MPaの条件下で３分間保持する】、接合部が外れずかつ水密性を保持できることを確認。 

４． 水理性能 

必要な水理性能（原則として粗度係数0.010以下）を確保。 

５． 環境安全性能 

粉塵対策（大気汚染防止法等）、臭気対策（安全衛生労働法、悪臭防止法等）、騒音・振動対策（騒音

及び振動規制法等）、その他充填材等の余剰排水による水質対策等の環境配慮の確実な実施を確認。 

６． その他 

既設管の内面状況、延長、管種、断面について施工可能性の確認。 

 

 

第４節 施 工 計 画 

請負人は、管きょ更生工事の施工に当たって、工事着手前に調査を行い、次の事項を明記した施工計画書を作

成し監督員に提出しなければならない。 

 

４．１ 工事概要 

請負人は、工事の概要として次の事項を設計図書により確認しなければならない。 

① 工事名称 ② 工事箇所 ③ 路線番号 ④ 施工延長(管きょ延長) 

⑤ 既設管種 ⑥ 既設管内径 ⑦ 既設管勾配 ⑧工法分類 

⑨ 更生後の断面    

 

４．２ 施工現場の条件 

請負人は、工事の着手に当たって現地調査を行い、以下の施工現場の条件事項について確認しなければな

らない。 

① 道路状況 ② 道路使用許可条件 ③ 周辺環境 ④ 進入路状況 

⑤ 気象・気温 ⑥ 仮排水 ⑦ 施工時間規制 ⑧ 排水条件 

⑨ 流下下水量・水位 ⑩ 地下水位   

 

４．３ 施工計画書に定めるべき事項 

① 工事概要 ② 職務分担および緊急時の連絡体制 ③ 工事記録写真撮影計画 

④ 実施工程表 ⑤ 工法選定 ⑥ 施工手順 ⑦ 主要機械 

⑧ 主要資材 ⑨ 材料設計および水理性能評価 ⑩ 材料品質証明の内容 



 

 

 

⑪ 事前処理計画 ⑫ 施工管理 ⑬ 品質管理 ⑭ 環境対策 

⑮ 安全・衛生管理 ⑯ 材料の製造から使用までの保管期間と保管方法 ⑰ 材料の運搬方法 

⑱ 不明な取付管の対応 ⑲ 工事記録等の管理 ⑳ その他、監督員の指示事項等 

   

４．４ 職務分担および緊急時の連絡体制 

１． 主任技術者、監理技術者は、建設業法に定める有資格者でなければならない。 

２． 請負人は、工事の着手に際して職務分担表を作成し、監督員に提出しなければならない。 

３． 請負人は、管きょ更生の施工作業にあたるものとして、実技研修を伴う技能講習を修了した有資格者等

の施工を熟知した技術者を選任し、監督員の了承を得なければならない。なお、取付管口の穿孔作業

は、施工技術者の選任は原則不要である。ただし、既設管きょの内径φ800mm以上の更生管きょであって

も更生後の内径がφ800mm未満となる場合は、穿孔機を用いることを基本とし、施工技術者を選任する。 

４． 請負人は、本社責任者、現場代理人、主任技術者(監理技術者)の氏名、緊急時の連絡先(昼、夜)を明示

した緊急時連絡体制表を作成し監督員に提出しなければならない。 

 

４．５ 実施工程表の作成 

請負人は、実施工程表の作成にあたり、「工事概要」、「施工現場の条件」及び「既設管調査・事前処理

計画」の内容を反映し、市民の生活や交通に支障をきたさないように、１サイクルで施工可能な工事範囲をあ

らかじめ明示し、これに必要な作業時間、養生時間等に基づき実施工程表を作成し監督員に提出しなければな

らない。 

 

４．６ 既設管調査・事前処理計画 

１． 請負人は、管きょの更生工事に先立ち、既設管きょ内を洗浄するとともに、既設管きょ内を目視または

テレビカメラによって調査しなければならない。 

調査の項目は管種、管きょ口径、管路延長、管きょ内損傷等状況から調査方法、取付管突出し処理、浸

入水処理及びモルタル除去の必要性を判定した結果をまとめた報告書を監督員に提出しなければならな

い。 

２． 請負人は、既設管調査の結果、事前処理が必要な場合には、監督員と協議し、管きょ更生工事に支障の

ないように切断・除去等により処理しなければならない。 

 

４．７ 工法選定 

請負人は、管きょ更生工事で採用する工法が更生管に必要な構造機能、流下機能等の仕様を満足すること

を構造計算書、流量計算書に明示するとともに選定した工法を施工計画書に記載し、監督員に提出しなければ

ならない。 

 

４．８ 施工手順 

請負人は、採用した工法の施工手順を施工計画書に記載しなければならない。その際、施工管理、品質管

理および出来形管理手法についても記載するものとする。 

 

４．９ 不明な取付管の対応 

請負人は、現地調査及びＴＶカメラ調査の結果、接続先不明もしくは未使用の取付管があった場合には、



 

 

 

監督員に報告し、その対応を協議の上決めるものとする。 

 

４．１０ その他の留意事項 

１． 請負人は、作業準備、後片付けおよび地先排水の水替え等についても、工事着手前に現場の機器設置ス

ペースおよびマンホール、桝の位置を確認し、使用する主要資機材を明記し監督員に提出しなければな

らない。 

２． 請負人は、工事着手前に監督員と協議のうえ地元住民及び関係権利者に工事の内容を説明し、理解と協

力を求め、工事を円滑に実施しなければならない。 

 

 

第５節 施 工 管 理 

５．１ 施工管理 

１． 請負人は、工事を安全に実施し、かつ品質を確保するために、スパンごとに次の事項について適宜、監

督員と協議を行い十分な管理を行わなければならない。 

① 工程（工事工程、試験予定日等）  ② 安全・衛生       ③ 施工環境 

２． 請負人は、作業開始後は作業時間内に通水（仮通水を含む）まで完了させなければならない。 

３． 請負人は、現場状況等により施工計画に変更が生じた場合は、速やかに監督員と協議すると共に、変更

施工計画書を作成し、監督員に提出しなければならない。 

 

５．２ 安全・衛生管理 

請負人は、労働災害はもとより、物件損害等の未然防止に努め、労働安全衛生法、酸素欠乏症等防止規

則、ならびに市街地土木工事公衆災害防止対策要綱等の定めるところに従い、その防止に必要な次の措置を講

じなければならない。 

１． 下水道管きょ更生工法における安全管理 

① 有資格者の適正配置 

② 下水道管内作業に適した保護具の着用 

③ 施工前の安全対策(情報収集、雨天時ルールの確認、緊急時の避難計画等含む) 

④ 施工時の安全対策 

⑤ 周辺環境への対策 

⑥ 災害防止についての対策 

２． 酸素欠乏及び有毒ガス等の安全処置 

３． 供用中の施工における排水対策 

４． 安全に関する研修、訓練 

 

５．３ 施工環境管理 

請負人は、施工中の環境に配慮するために、次の環境対策を講じなければならない。 

１． 工事広報 

２． 粉塵対策 

３． 臭気対策 

４． 騒音・振動対策 



 

 

 

５． 温水・排水熱対策 

６． 宅内逆流噴出等対策 

７． 工事排水の水質対策 

なお、使用材料にスチレン等の有機溶剤が含まれている場合は、その運搬、保管、施工時等の取扱いにあ

たり臭気対策を実施するとともに関係法令を遵守し作業の安全に努めること。 

第６節 品 質 管 理 

６．１ 品質管理 

請負人は、更生後の品質を確保するため、主任技術者または監理技術者の責任の下で、施工計画書の品質

管理計画に記載された、「施工前の品質管理」、「施工時の品質管理」及び「しゅん工時の品質管理」に基づ

き十分管理し、その結果が確認できる資料を作成して監督員に報告しなければならない。 

また、各施工段階における品質管理として必要な試験について試験項目、試験頻度、試験実施予定日、試

験方法、管理値の詳細を記した試験計画書を別途作成し、試験実施前までに監督員に提出する。 

※試験のためのサンプル採取と試験結果確認日が異なる試験については、採取日と試験実施日の両方を記

載する。 

 

６．２ 施工前の品質管理 

請負人は、使用する更生材料等の現場搬入、受け入れに対して材料等品質に影響が出ないように細心の注

意を払うと共に、工事着手前に当該材料等の品質を確認するため、使用材料・組成一覧表（材料証明書）、品

質証明書、化学物質安全データシート(MSDS)、材料納品書（納品伝票）、ミルシートなどを監督員に提出し、

適正な管理下で製造されたことの証明を受けなければならない。また、請負人は、必要に応じ物性試験を行

い、監督員に提出しなければならない。 

 

６．３ 施工時の品質管理 

請負人は、次の項目について施工計画書の記載内容を順守して適切に管理する。 

請負人は、施工計画書に記載された管理項目、管理値等を適切に管理すると共に、充填材注入については

自動記録紙等に温度・圧力・時間等を記録し、監督員に提出しなければならない。 

１． かん合状態の確認 

２． 充填材性状確認 

３． 充填材の圧縮強度の確認 

４． 充填材注入圧力 

５． 充填材注入量管理 

６． 完全充填の確認 

施工時に注意すべき試験（圧縮強度） 

工場認定制度（Ⅱ類） 無し 有り 

圧縮強度試験（充填材）※ 実施（注入日毎に１回） 実施（注入日毎に１回） 

  ※供試体の例：供試体は、現場で混練し充填するモルタルに対して円形供試体（50mm×100㎜）をJSCE-

F506に準じて作成（１週用４本、４週用４本）する。 

 

  なお、充填材の圧縮強度に用いる供試体は、管きょ更生時（充填材注入時）に当該材料を採取して別途成

型した供試体を使用する。 



 

 

 

  圧縮強度試験は、この供試体を用いて所定の日数経過の後、発注者の認めた一般財団法人等を含む公的試

験機関やISO/IEC 17025認定試験所で行わなければならない。 

  また、その試験結果を監督員に提出しなければならない。 

 

 

６．４ しゅん工時の品質管理 

請負人は、実際に現場で更生した更生管きょのマンホール管口に突き出た表面部材を採取し、発注者の認

めた一般財団法人を含む公的試験期間やISO/IEC17025認定試験所で耐薬品性試験を行わなければならない。 

ただし、日本下水道協会のⅡ類資器材として登録されている工法については、認定工場制度における認定

工場からの検査証明書類を別途提出することにより、しゅん工時の耐薬品性試験を省略できる。 

 

しゅん工時に確認すべき試験 

工場認定制度（Ⅱ類） 無し 有り 

耐薬品性試験 実施※（工法毎）  

  ※下表による 

使用材料に応じて、JSWAS K-1（塩ビ系）、JSWAS K-14（ポリ系）に準じ、それぞれに規定している耐薬品性

試験を実施する。 

試験液：蒸留水、10%塩化ナトリウム水溶液、30%硫酸、40%水酸化ナトリウム水溶液 

試験結果の基準 【質量変化度±0.2mg/cm2以内】 

 また、その試験結果を監督員に提出しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第７節 出 来 形 管 理 

７．１ 出来形管理 

請負人は、更生管の出来形を把握するため、更生管内径（高さ・幅）、延長を図7-1に示す同じ位置で計測

し、その記録を監督員に提出しなければならない。 

 

７．２ 更生管きょ仕上がり内径・勾配の管理 

請負人は、更生工事完了後の更生管厚、仕上がり内径、勾配が適正であることを次の測定方法により確認

しなければならない。 

１． 仕上がり内径、勾配及び更生管厚の測定は、スパン毎の上下流マンホールの管口付近で行うこと。人が

入ることができる場合は、スパンの中央部および両端部を測定することとし、管路延長が20ｍ以上の場

合は、20ｍにつき１箇所の割合で測定すること。 

２． 測定箇所は、上下左右の充填材を含めた更生材厚さが異なることから、更生管の内側中央高さと幅の２

箇所の仕上がり内径を測定すること。 

３． 検査基準については、各測定位置の仕上がり内径が設計更生管径を下回らないこととする。 

    かつ、各測定位置の仕上がり内径および勾配により流量計算表を作成し、計画流量以上の水理性能を確

認し、完成図書として監督員に提出しなければならない。 

 ４． 更生管厚については、耐震性能を有している更生管厚であることを確認し、完成図書として監督員に提

出しなければならない。 

５． 現場条件により、上記管理基準を満足できない場合、監督員と協議し、別途管理基準を設けること。 

 

図 ７－１仕上り内径の測定位置 

 

７．３ 内面仕上がり状況 

更生管(複合管)

裏込め材

更生管(複合管)

裏込め材

既設管既設管

更生管(複合管)

裏込め材

既設管



 

 

 

１． 請負人は、更生工完了時において、更生管内を洗浄し取付管穿孔片を除去した後、全スパンについて目

視もしくは自走式テレビカメラにより外観検査を行わなければならない。なお、自走式テレビカメラの

場合、取付管口においては必ず側視を行い、状況を入念に確認しなければならない。 

２． 請負人は、更生管の変形、更生管浮上による縦断勾配の不陸等の欠陥や異常個所がないことを確認し、

その結果を監督員に提出しなければならない。 

３． 請負人は、更生管と既設マンホールとの本管管口仕上げ部においては、浸入水、仕上げ材のはく離、ひ

び割れ等の異常のないことを確認し、その結果を監督員に提出しなければならない。 

４． 請負人は、取付管口の穿孔仕上げ状態として、既存の取付管口形態と流下性能を確保し、新たに漏水、

浸入水の原因となる状況を発生させていないことを確認しなければならない。 

５． 複合管では、構造上充填材が更生管として部材の一部となることから、充填材が確実に充てんされてい

ることが更生管としての性能を確保するうえで非常に重要となるため、非破壊で施工済みの更生管の状

況（充填材の充てん状況）を確認できる検査方法が適用できる場合には施工計画書に盛り込み、これを

加えて行うこと。 

 

７．４ 工事記録写真等の撮影および提出 

請負人は、テレビカメラ及び工事記録写真等の結果を報告書に添付して監督員に提出しなければならな

い。 

 

７．５ 流下能力、耐震性能、更生管厚を有していることが確認できる報告書の提出 

請負人は、常時荷重及び３．１に示す地震動に対して耐震性能を有し、かつ、流下能力、更生管厚を有し

ていることを確認できる報告書を監督員に提出すること。 

 

 

第８節 提 出 図 書 

８．１ 提出図書 

請負人は、工事完了時に以下に示す図書を監督員に提出しなければならない。 

① 竣功図 ② 事前調査報告書 

③ 成果表（施工延長集計表） ④ 材料表（納品伝票） 

⑤ 施工管理報告書 ⑥ 充填材圧力・注入量管理 

⑦ 出来形管理記録表 ⑧ 品質性能試験報告書（試験計画書、更生材の製造証明書等含

む） 

⑨ 酸素欠乏等の濃度測定記録表 ⑩ 目視調査結果（施工前及び施工後）および工事記録写真 

 ⑪ 施工後の更生管が流下能力、耐震性能、更生管厚を有してい

ることを確認できる書類 

 

 

第９節 そ の 他 

９．１ 作業の完了 

作業を完了し、所定の書類が提出された後、監督員並びに検査員の検査をもって完了とする。 

１． 請負人は、検査時に立ち会うこと。 



 

 

 

２． 事前の調査及び作業において、下水道施設に破損、不等沈下等の異常を発見した場合は、速やかに監督

員に報告しその指示に従うこと。 

３． 設計図書に特に明示していない事項であっても、更生工施工上で当然必要となるものは、請負人の負担

において処理すること。 

４． その他特に定めのない事項については、速やかに監督員に報告し指示を受けて処理すること。 



 

 

 

取付管更生工法（自立管）特記仕様書 
令和６年４月１日 

下水道河川局技術監理課 

第１節 一般事項 

1－1 適用 

１ 取付管を対象とした更生工法（自立管）による改築工事に適用する。 

２ 本仕様書に特に定めのない事項については、「下水道管きょ工事仕様書」及び「管きょ更生工法における

設計・施工管理ガイドライン-2017年版-」（（公社）日本下水道協会）の規定によるほか、必要に応じて

監督員と請負人とが協議して定める。 

３ 対象とする既設取付管は、原則として陶管及び鉄筋コンクリート管とする。それ以外の管種に適用する場

合は、別途監督員と協議する。 

 

1－2 適用工法 

１ 本仕様書の適用工法は、自立管の反転工法及び形成工法である。 

２ 本工事で適用できる工法は、公的審査証明機関等の審査証明を得た工法で、「第2節 施工条件」及び「第

3節 更生管の要求性能」に適合した工法とする。 

 

 

第２節 施工条件 

2－1 施工現場の条件 

請負人は、工事の着手にあたって現地調査を行い、施工現場の条件に係る次の事項を確認しなければならな

い。また、疑義等が生じた場合は、別途監督員と協議する。 

１ 道路状況（管理者、幅員、バス路線、通学道路、商店街 等）・進入路状況 

２ 道路使用許可条件（施工時間規制等を含む） 

３ 周辺環境（騒音・振動規制、その他環境規制、用途種別 等）  

４ 気象・気温 

５ 排水条件（仮排水条件を含む） 

６ 流下下水量・水位 

７ 地下水位 

 

2－2 事前調査 

請負人は、更生工法の施工に先立ち、既設取付管の調査を行う。取付管用テレビカメラ調査により、管種及び

破損、クラック、浸入水、侵入根、曲がり等の状況を確認するほか、設計書や設計図面との延長の差異等を確認

し、調査結果をまとめた報告書を監督員に提出する。 
 

 

 

 

 



 

 

 

第３節 更生管の要求性能 
採用する更生工法は、表１及び表２に示す要求性能を満たさなければならない。また、その評価のための試験

方法も表１及び表２に定めるところによる。 

請負人は、公的試験機関等やISO/IEC17025に認定されている試験所での試験結果または審査証明（試験に係る

部分の抜粋でも可）を監督員に書面により提出しなければならない。 



 

 

 

表１ 要求性能一覧表（１／３） 

評価項目 種別 要求性能 試験方法 

（1）  

耐 

荷 

性 

能 

1）偏平強さ 全て 新管と同等以上 
偏平強さ 

（基準たわみ量時の線荷重） 
JSWAS K-１ 

2）曲げ強さ 

短期 

密着管 
高密度ポリエチレン樹脂 

[最大荷重時の曲げ応力度]申告値以上 
JIS K 7171 

硬質塩化ビニル樹脂 JIS K 7171（試験速度２mm/min） 

現場硬化管 

[第一破壊時の曲げ応力度]申告値以上 

（ただし25Mpa以上） 
JIS K 7171 及びJIS A 7511 附属書D 

[第一破壊時の曲げひずみ]申告値以上 

（ただし0.75%以上） 

長期 

密着管 

高密度ポリエチレン樹脂 申告値以上※1 

（申告値＝短期曲げ強さ［最大荷重時の曲げ応力度］申

告値÷安全率） （ただし、安全率は５以下） 

JIS K 7116（水中、1,000時間） 

硬質塩化ビニル樹脂 JIS K 7115またはJIS K 7116（水中、1,000時間） 

現場 

硬化管 

ガラス繊維有り 申告値以上※１ JIS K 7039（水中、10,000時間） 

ガラス繊維無し 

申告値以上※１ 

（申告値＝短期曲げ強さ［最大荷重時の曲げ応力度］申

告値÷安全率） （ただし、安全率は５以下） 

JIS K 7116（水中、10,000時間、試験片の数25以上） 

ただし、現時点では下記試験方法で代替可 

JIS K 7116（水中、1,000時間） 

JIS K 7115（水中、1,000時間） （JIS K 7116では明確に強度

が測定できない場合） 

3）曲げ 

弾性率 

短期 
密着管 

高密度ポリエチレン樹脂 
申告値以上 

JIS K 7171 

硬質塩化ビニル樹脂 JIS K 7171（試験速度２mm/min） 

現場硬化管 申告値以上（ただし1500Mpa以上） JIS K 7171 

長期 密着管 
高密度ポリエチレン樹脂 

申告値以上※１ JIS K 7116（水中、1,000時間） 
硬質塩化ビニル樹脂 



 

 

 

表１ 要求性能一覧表（２／３） 

評価項目 種別 要求性能 試験方法 

（1）  

耐 

荷 

性 

能 

3）曲げ 

弾性率 
長期 

現場 

硬化管 

ガラス繊維有り 申告値以上※１ JIS K 7035（水中、10,000 時間） 
 

ガラス繊維無し 
申告値以上※１ 

（ただし 300Mpa 以上） 

JIS A 7511 附属書 D（水中、10,000 時間） 

ただし、現時点では下記試験方法で代替可 

JIS K 7116 （水中、1,000 時間） 

（2） 

耐 

久 

性 

能 

1）耐薬品性 

密着管 質量変化度±0.2 ㎎/cm2 以内 JSWAS K-１または JSWAS K-14 

現場硬化管 表２ 耐薬品性試験方法に示す判定基準 

浸漬後曲げ試験（表-2 耐薬品性試験方法） 

ただし、現時点では下記試験方法で代替可 

浸漬後曲げ試験（表２ 耐薬品性試験方法）の「基本試験」 

2）耐摩耗性 
密着管 

硬質塩化ビニル管（新管）と同等程度 JIS K 7204 または JIS A 1452 等 
現場硬化管 

3）耐ストレインコロー

ジョン性 

現場 

硬化管 
ガラス繊維有り 

50 年後の最小外挿破壊ひずみ≧0.45％かつ 

JSWAS K-２で求められる値を下回らない 
JIS K 7034 

4）水密性 

密着管 

内外水圧 0.1MPa で漏水がないこと（３分間保持） 

ただし、現時点では 0.1Mpa を下回る内外水圧を設定してもよ

い。その場合、本管との接続部に作用する水圧が試験で設定

した水圧を超えることが想定されるときは、施工前に別途想定

される水圧に応じた水密性の確認を行うこと 

JSWAS K-２ 

現場硬化管 

5）耐劣化性 
密着管・現場硬化管 

（ガラス繊維無し） 
長期曲げ強さと共通 
 

長期曲げ強さと共通 

ただし、現時点では下記試験方法で代替可 

JIS K 7116（水中、1,000 時間） 

JIS K 7115（水中、1,000 時間） （JIS K 7116 では明確に強度

が測定できない場合） 



 

 

 

表１ 要求性能一覧表（３／３） 

評価項目 種別 要求性能 試験方法 

（3） 

水理

性能 

1）粗度係数 

全て  
 

原則として 0.010 以下 粗度係数確認試験 

2）成形後収縮性 申告値以下 成形後の軸・周方向収縮性試験 

（4） 

環 

境 

安 

全 

性 

能 

1）粉じん（塵）対策 

全て 
 

大気汚染防止法等の関連法及び条例を遵守できること 施工計画書等で確認 

2）臭気対策 悪臭防止法等の関連法及び条例を遵守できること 施工計画書等で確認 

3）騒音・振動対策 
騒音規制法及び振動規制法等の関連法及び条例を遵

守できること 
施工計画書等で確認 

4）防爆性 
引火・爆発性を有する溶媒等を使用する材料の場合、

施工中に爆発等事故が発生しないこと 
技術的な裏付けを技術検討書等で確認 

5）その他 

（温水対策等） 
地方公共団体の条例等を遵守できること 施工計画書等で確認 

（5） 

そ 

の 

他 

1）適用許容範囲 

（段差、ずれ、曲が

り、継手すき間） 全て 
 

現場条件に適用可能であること 

（既設管きょの内面状況） 
技術保有者の資料または審査証明等の資料で確認 

2）施工可能延長 現場条件に適用可能である（施工延長） 

3）適用管種・管断面 現場条件に適用可能である（適用管種、管断面） 

※1 試験結果に基づく50年後の推定値が申告値（設計値）を上回ること 



 

 

 

表２ 耐薬品性に係る要求性能及び試験方法 

種別 試験方法 

密着管 
JSWAS K-１、JSWAS K-14 による耐薬品性試験 

【質量変化度が±0.2mg/cm2以内】 

現場 

硬化管 
浸漬後曲げ試験※１ 

（1） 基本試験 

浸漬させる試験液：８種※２ 

温度：23℃ 

期間：28 日 

【試験液浸漬 28 日後の曲げ強さ保持率及び曲げ弾性率 80％以上】 

（2） 常温試験 

浸漬させる試験液：２種※３ 

温度：23℃ 

期間：６か月、１年 

【試験液浸漬１年後の曲げ弾性率保持率 70％以上】 

（3） 促進試験 

浸漬させる試験液：２種※３ 

温度：60℃ 

期間：28 日、６か月、１年 

【試験液浸漬 28 日後の曲げ弾性率保持率 70％以上】 

（4） 長期曲げ弾性率を推定 

【50 年後の長期曲げ弾性率が設計値（換算値）を下回らない。】 

【  】は、判定基準を示す。 

※１ 浸漬後曲げ試験では、試験片の端面保護コーティングは行わない。 

※２ 蒸留水、10％硫酸、10％硝酸、１％水酸化ナトリウム水溶液、0.1％合成洗剤、５％次亜塩素酸ナトリ

ウム水溶液、5％酢酸、植物油 

※３ 10％硫酸及び１％水酸化ナトリウム水溶液 

 



 

 

 

第４節 施工計画 

4－1 施工計画書の作成 

 請負人は、工事着手前に十分な調査・検討を行い、下記の事項を明記した施工計画書を作成し、監督員に提出

しなければならない。 
① 工事概要   ② 職務分担及び緊急時の連絡体制   ③ 工事記録写真撮影計画 

④ 実施工程表  ⑤ 工法選定理由           ⑥ 施工手順 

⑦ 主要機械   ⑧ 主要資材             ⑨ 材料設計及び水理性能評価 

⑩ 材料品質証明の内容                 ⑪ 前処理計画  

 ⑫ 施工管理   ⑬ 品質管理             ⑭ 環境対策 

⑮ 安全・衛生管理 

⑯ 材料の製造から使用までの保管期間と保管方法     ⑰ 材料の運搬方法 

⑱ 工事記録等の管理                  ⑲ 不明な取付管への対応 

⑳ その他、監督員の指示事項等 

 

4－2 職務分担及び緊急時の連絡体制 

１ 主任技術者及び監理技術者は、建設業法に定める有資格者でなければならない。 

２ 請負人は、工事の着手に際して職務分担表を作成し、監督員に提出しなければならない。 

３ 請負人は、更生工法の施工にあたるものとして、実技研修を伴う技能講習を修了した有資格者で施工を熟

知した技術者を選任し、監督員の承諾を得なければならない。 

４ 請負人は、本社責任者、現場代理人及び主任技術者（監理技術者）の氏名及び緊急時の連絡先（昼、夜）

を明示した緊急時連絡体制表を作成し、監督員に提出しなければならない。 
 
4－3 実施工程表の作成 

 請負人は、施工現場の条件や事前調査等の内容を反映し、市民の生活や交通に支障をきたさないように、１サ

イクルで施工可能な適切な工事範囲をあらかじめ明示し、これに必要な作業時間や養生時間等に基づき実施工程

表を作成し、監督員に提出しなければならない。 

 

4－4 その他留意事項 

１ 請負人は、準備工や片付け工、地先排水の水替え等に至るまで、着手前に現場の機器設置スペース及びマ

ンホールや桝の位置等を確認したうえで、使用する主要資機材を施工計画書に明記しなければならない。 

２ 請負人は、監督員と協議のうえ、工事着手前に地元住民に工事の内容等を説明し、理解と協力を得なが

ら、工事を円滑に実施しなければならない。 

 

 

4－5 不明な取付管への対応 

請負人は、事前調査及び施工の際に、接続先が不明である（土砂による閉塞等により特定できない）、または

既に使用されていないと考えられる取付管が確認された場合には、監督員に報告しなければならない。また、当

該取付管への対応方法等については、監督員と請負人とが協議して定める。 
 



 

 

 

第５節 施工管理 

5－1 施工管理 

１ 請負人は、工事を安全に実施し、かつ品質を確保するために、対象とする取付管毎に次の事項について適

宜、監督員と協議を行い十分な管理を行わなければならない。 

① 工程（試験予定日を含む）  

② 安全・衛生 

③ 施工環境 

２ 請負人は、施工日毎に、施工完了時に下水の受け入れが可能な状態にしなければならない。 

３ 請負人は、現場状況等により施工計画に変更が生じた場合は、速やかに監督員と協議するとともに、施工

計画書の変更を行わなければならない。 

 

5－2 安全・衛生管理 

請負人は、労働災害はもとより、物件損害等を未然に防止するため、労働安全衛生法、酸素欠乏症等防止規則

及び建設工事公衆災害防止対策要綱等の定めるところに従い、次に示すような必要な措置を講じなければならな

い。 

１ 更生工法における安全管理 

① 有資格者の適正配置 

② 下水道管内作業に適した保護具の着用 

③ 施工前の安全対策（情報収集、雨天時ルールの確認、緊急時の避難計画等を含む） 

④ 施工時の安全対策 

⑤ 周辺環境への対策 

⑥ 災害防止についての対策 

 

２ 酸素欠乏及び有毒ガス等の安全処置 

３ 供用中の施工における排水対策 

４ 安全に関する研修や訓練 

 
5－3 施工環境管理 
 請負人は、施工中の周辺環境に配慮し、次の環境対策を講じなければならない。 

１ 工事広報 
２ 粉塵対策 
３ 臭気対策 
４ 騒音・振動対策 
５ 防爆対策 
６ 温水・排水熱対策 
７ 宅内逆流噴出等対策 
８ 工事排水の水質対策 

なお、使用材料にスチレン等の有機溶剤が含まれている場合は、当該材料の運搬、保管及び施工時の取扱

い等においては、臭気対策を十分に講じるとともに、関係法令を遵守し安全に作業を実施しなければならな

い。 



 

 

 

第６節 品質管理 

6－1 品質管理 

請負人は、更生後の品質を確保するため、主任技術者または監理技術者の責任の下で、施工計画書の品質管理

計画に記載された「施工前の品質管理」、「施工時の品質管理」及び「しゅん工時の品質管理」に基づき十分管

理し、その結果が確認できる資料を作成して監督員に提出しなければならない。 

また、各施工段階における品質管理として必要な試験について試験項目、試験頻度、試験実施予定日※、試験方

法、管理値等の詳細を記した試験計画書を別途作成し、試験実施までに監督員に提出しなければならない。 

※試験のためのサンプル採取と試験結果確認日が異なる試験については、採取日と試験実施日の両方を記載する。 
 

6－2 施工前の品質管理 

請負人は、使用する更生材料等の現場搬入、受け入れにあたって関係法規を遵守し細心の注意を払うととも

に、工事着手前に当該材料等の品質を確認するため、適正な管理下で製造されたことを証明する資料（使用材料

・組成一覧表（材料証明書）、品質証明書、安全データシート（ＳＤＳ）、材料納品書（納品伝票）、ミルシー

トなど）を監督員に提出しなければならない。 

また、請負人は、必要に応じ物性試験を行い、その結果を監督員に提出しなければならない。 

 

6－3 施工時の構築方法別品質管理 

 請負人は、構築方法（熱硬化タイプ、光硬化タイプ、熱形成タイプ、常温硬化タイプ）別に次の項目につい

て、施工計画書の記載内容を遵守して適切に管理しなければならない。 

請負人は、施工計画書に記載された管理項目や管理値等に基づき適切な管理を行うとともに、温度・圧力・時

間など必要な事項を記録し、監督員に提出しなければならない。 
１ 熱硬化タイプ 

① 反転時及び拡径時の圧力管理   ② 硬化時の圧力管理 

③ 硬化温度管理および硬化時間管理 ④ 冷却養生時間管理 

２ 光硬化タイプ 

① 反転時及び拡径時の圧力管理   ② 硬化時の圧力管理  

③ 硬化温度管理   ④ 硬化時間管理（光照射時間、照射ランプの走行速度等）  

⑤ 冷却養生時間管理 

３ 熱形成タイプ 

① 蒸気加熱時の温度管理 

② 蒸気加熱時の圧力管理 

③ 拡径時及び冷却時の温度管理 

④ 拡径時及び冷却時の圧力管理 

４ 常温硬化タイプ 

① 硬化剤・促進剤添加の確認 

② 外気温の管理 

③ 反転時及び拡径時の圧力管理 

④ 硬化時の圧力管理 

⑤ 硬化時間管理 



 

 

 

6－4 しゅん工時の品質管理 

請負人は、更生工法の施工完了時点で、完成品に対する品質確認を行うため、表３に示す試験を公的試験機関

等やISO/IEC17025認定試験所で行い、次の項目を確認したうえで、試験結果を監督員に提出しなければならな

い。 

１ 曲げ強さ（短期）の試験結果が申告値を上回ること 

２ 曲げ弾性率（短期）の試験結果が申告値を上回ること 

３ 耐薬品性が規格値を満足していること 

ただし、日本下水道協会のⅡ類資器材として登録されている現場硬化管については、認定工場制度の検査証明

書を提出することにより、耐薬品性試験を省略することができる。また、密着管については、認定工場制度の検

査証明書を提出することにより、曲げ強さ、曲げ弾性率及び耐薬品性試験を省略することができる。 

 

表３ しゅん工時に確認すべき試験 

自立管の区分 現場硬化管 

（熱硬化、光硬化、常温硬化タイプ） 

密着管 

（熱形成タイプ） 

曲げ特性 

（曲げ強さ、曲げ弾性率） 

実施 

（管径毎※１） 

実施 

（管径毎※１） 

耐薬品性試験 実施※２ 

（工法毎） 

実施※２ 

（工法毎） 

※１ 同一管径の施工箇所数が100を超える場合は、当該管径については100箇所に１回試験を行う。 

また、次の条件のいずれかを満たさない場合は、条件が異なる毎かつ管径毎に試験を行う。 

・施工する季節が同一である。 

・施工時間帯が同一である。 

・工法が同一である。 

・更生管の管厚が同一である。 

・施工延長に大きな差がない。 

・運搬状況や保管状況が同等である。 

※２ 表４による。 

 

表４ しゅん工時の耐薬品性試験 

現場硬化管（熱硬化、 

光硬化、常温硬化タイプ） 

【浸漬後曲げ試験※３】 

各現場の工法ごとに、以下の条件での浸漬前後の曲げ弾性率を計測し、その保

持率を確認する。 

試験液：２種※４、湿度：60℃、期間：56時間 

満たすべき基準 【試験液浸漬 56 時間後の曲げ弾性率保持率 80％以上】 

密着管（熱形成タイプ） 

【JSWAS K-１、K-14】 

使用材料に応じて、JSWAS K-１（塩ビ系）、JSWAS K-14（ポリ系）に準じ、各々規

定している耐薬品性試験を実施する（試験液：４種※５）。 

満たすべき基準 【質量変化度±0.2mg/cm2以内】 

※３ 浸漬後曲げ試験では、試験片の端面保護コーティングは行わない。 

※４ 10％硫酸及び１％水酸化ナトリウム水溶液 

※５ 蒸留水、10％塩化ナトリウム水溶液、30％硫酸及び40％水酸化ナトリウム水溶液 

 

なお、試験片の採取は、下記のいずれかの方法によることを基本とし、これ以外の方法による場合は、理由を

付して監督員と協議を行い、監督員の承諾を得なければならない。 

４ 桝へ突き出した部分からリング状に採取する。具体的には、「管きょ更生工法における設計・施工管理ガ



 

 

 

イドライン-2017年版-」の本管における人孔突き出し部からの試験片採取方法に準じる。 

５ ４が困難な場合には、実際に施工する更生管と同じロットの更生材料から平板状の試験片を採取または作

製する。 

現場硬化管の場合は、同じロットの未硬化の平板状試験片を、実際に施工する更生管と同じ条件（硬化剤

等の配合や硬化温度、硬化時間など）で、同一施工現場内で硬化させ作製する。 

密着管の場合は、同じロットの更生材料から平板状の試験片を切り出し採取する。更生材料の形状等によ

り平板状に切り出すことが困難な場合は、切削または熱プレス等により平板状に成型してもよい。 

 

第７節 出来形管理 

7－1 更生管の管厚及び内径の管理 

 請負人は、施工完了後の更生管の管厚及び内径を次の方法等により測定し、結果を記録して監督員に提出しな

ければならない。 

１ 測定時期は、硬化後24時間以降を基本とする。 

ただし、硬化が確実に完了した（以後の縦断方向の収縮などが発生しえない）完成状態であることが認め

られる場合はこの限りではない。 

２ 測定は、施工する取付管毎に桝側の管口付近で行う。 

３ 測定位置は、円周上の４点（２方向）を標準とする（図１を参照）。 

４ 更生管の管厚は、施工前に測定した既設取付管の内径から、施工後に測定した更生管の内径を差し引くこ

とで求めることとし、内径の測定は更生管の縫い目を避けて行う。 

   ただし、桝への突き出し部分または管口切断時に生じる余長部分の管厚が、更生管本体と同等であると認

められる場合は、それらの部分を利用してノギス等で直接測定する方法によることができる。 

   また、桝が小さい、桝側の管口が深い位置にあるなどの要因により、明らかにこれらの測定方法によるこ

とが困難な場合は、代替手段等について監督員と請負人とが協議して定める。 

５ 更生管の管厚の検査基準は、４点の平均管厚が呼び厚さ以上かつ呼び厚さの1.2倍以内とする。 

  ただし、既設取付管の管径が150mmで、呼び厚さの1.2倍が７mmを超える場合には、７mmを上限とし、既設取

付管の管径が200mmで、呼び厚さの1.2倍が９mmを超える場合には、９mmを上限とする。 

 

図１ 管厚（仕上がり内径）の標準測定位置 

 

 

 



 

 

 

 

7－2 外観検査 

 請負人は、更生工法の施工を行った全ての取付管について、下記により、更生管の内面の仕上がり状況等を確

認するための外観検査を実施し、検査結果をまとめた報告書に、テレビカメラで撮影した映像（ＤＶＤに保存し

たもの等）や工事記録写真等を添付し、監督員に提出しなければならない。 

また、この外観検査において、施工不備や内面の仕上がりの異常等が確認された場合は、直ちに監督員に報告

し、請負人の責において、工事目的が達成できるよう、修補など適切な処置を施さなければならない。 

１ 取付管の管体部 

取付管用テレビカメラを用いて、更生管の流下能力や耐久性等を損なうようなしわ、たるみ、傷、捻じ

れ、はく離、漏水等の欠陥や異常箇所がないことを入念に確認する。 

しわは、前処理等の措置が施された場合でも、既設取付管の状況（曲線部や内径の不均一（狭窄）等）に

より、やむを得ず発生することがある。この場合でも、例えば曲線部においては、管の内側に発生する円周方

向のしわ（図２及び図３を参照）はある程度やむを得ないが、管軸方向のしわ（図２を参照）や捻じれしわ

（図４を参照）は施工不備等による可能性が高くなるため、しわが確認された場合には、発生要因やメカニズ

ム、流下能力に与える影響等を分析し、結果を報告書に記載する。また、取付管用テレビカメラ（外径約90～

100mm）が円滑に通過して本管に到達すること確認するなど、下水の流下（受け入れ）を支障なく行えること

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

図２ 曲線部のしわ（イメージ） 

 図３ 曲線部の円周方向のしわ（例）        図４ 捻じれしわ（例） 

 

２ 桝側の管口仕上げ 

目視または取付管用テレビカメラを用いることにより、浸入水、仕上げ材のはく離、ひび割れ等の異常

がないことを入念に確認する。 

３ 本管との接続部の管口仕上げ 

本管内部から、自走式テレビカメラを用いて取付管口の側視を行い、浸入水、仕上げ材のはく離、ひび

割れ等の異常がないことを入念に確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

第８節 提出図書 

請負人は、しゅん工時に、次に示す図書を監督員に提出しなければならない。 
① しゅん工図   ② 事前調査報告書   ③ 成果表（施工延長集計表） 

④ 材料表（納品伝票）           ⑤ 施工管理報告書 

⑥ 温度管理・圧力管理記録表        ⑦ 出来形管理記録表 

⑧ 溶媒から発生するガス濃度測定記録表 

⑨ 品質性能試験報告書（試験計画書、製造証明書、材料証明書等を含む)  

⑩ 酸素欠乏等の濃度測定記録表 

⑪ テレビカメラ調査結果（施工前及び施工後）及び工事記録写真 

 

第９節 その他 

 請負人は、事前調査や更生工法の施工に際し、対象とする取付管以外の下水道施設に破損等の異常があること

を発見した場合は、速やかに監督員に報告し、対応について協議しなければならない。 

また、設計図書に特に明示されていない事項であっても、更生工法の施工において通常実施すべきものについ

ては、請負人の負担において行う。 

  



 

 

 

損害補償業務特記仕様書 
平成22年10月１日制定 

令和6年4月1日改定 

下水道河川局技術監理課 

 

この特記仕様書は、工事に伴い家屋等に損害が生ずる可能性があると判断した工事に適用するもの

とし、詳細については、別途「下水道河川局損害補償業務標準フロー」を参照するものとする。 

 

１ 工事地元説明会 

請負人は、担当監督員と打合せを行い説明会に出席し、一般的な工事説明のほか、損害補償に関

する事前調査、処理手続、損害の申出方法等について説明すること。 

 

２ 家屋等の事前調査 

請負人は、設計仕様に基づき、家屋等の事前調査を実施するものとし、対象家屋、調査内容につ

いては、担当監督員と協議すること。 

調査結果について、家屋事前調査報告書〔第１号様式〕、地盤測定報告書〔第２号様式〕及び井

戸等水位測定報告書〔第３号様式〕を作成し、提出すること。 

 

３ 事後調査 

請負人は、損害の申し出があった家屋等及び事後調査が必要と考えられる物件について、担当監

督員と協議し、事後調査を行うこと。 

 

４ 応急措置 

請負人は、日常生活に重大な支障を来す恐れがある場合又は被害の急速な拡大が予測されるとき

は、監督員の指示のもと(指示を受ける間がないときは、事後に承諾を得る)、所有者等の了解のも

と、応急措置を行うことができる。 

応急措置は、原則、請負人負担とし、損害物件修理報告書〔第７号様式〕を作成し、提出するこ

と。また、軽易な補償についても同様とする。 

 

５ 損害箇所確認書・被害状況報告書 

請負人は、損害の申し出があった家屋等の事後調査をもとに工事による被害と認められる箇所に

ついて、所有者等と立会のもと、損害箇所確認書〔第５号様式〕を作成し、相手方の署名・押印を

得ること。 

請負人は、損害箇所確認書を添付した被害状況報告書〔第４号様式〕を作成し、提出すること。 

 

６ 復旧工事施工計画書 

請負人は、詳細な被害状況を調査のうえ、復旧工事施工計画書〔第６号様式〕を作成し、提出す

ること。 



 

 

 

７ 補償交渉 

請負人は、本市の認定に基づく復旧工事仕様書〔第８号様式〕を作成し、所有者との補償交渉に

主体となってのぞみ、合意形成にいたるまで誠意をもってあたることとする。 

なお、補償は、原則として金銭補償によるものであり、補償額の提示にあたっては、復旧工事見

積書〔第10号様式〕を作成し、損害補償費査定依頼書〔第11号様式〕により、あらかじめ市の査定

を受けるものとする。 

被害者との交渉にあたっては、特に軽微なものを除き、補償内容を必ず記録し、適宜、折衝報告

書〔第９号様式〕を監督員に提出する。 

被害者との合意は、金銭補償による場合は承諾書〔第16号様式〕、復旧工事による場合は復旧工

事施工承諾書〔第14号様式〕によるものとする。 

 

８ 第三者損害に対する補償費負担等に関する協議書 

請負人は、本市と補償費用の負担に関して、協議により補償費負担等協議書〔第13号様式〕を締

結する。 

 

９ 補償の実施 

所有者等に対する補償の実施は請負人の立替払いとし、金銭補償を原則とする。 

復旧工事により、補償する場合は、復旧工事仕様書により、監督員や所有者等と施行時期等調整

し、実施する。 

 

10 補償の完了 

請負人は、損害補償を完了したとき、金銭補償による場合は所有者等の領収書〔第19号様式〕、

工事補償による場合は復旧工事完了確認書〔第15号様式〕等必要な書類を添えて、損害補償実施届

〔第21号様式〕を作成し、監督員に提出する。 

請負人は、第三者損害に対する補償費負担等に関する協議書に基づき、市負担分を請求するこ

と。 

 

11 個人情報の取扱 

この仕様に基づき個人情報を取扱う場合は、横浜市個人情報の保護に関する条例に基づく「個人

情報取扱特記事項」を遵守すること。 

 

12 その他 

この特記仕様書に記載のない事項、また、疑義が生じた場合は、監督員と協議して定めるものと

する。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道河川局損害補償業務標準フロー 

 補償内容の認定 

 １ 工事地元説明会 

２ 家屋等の事前調査 

 
３ 事 後 調 査 

５ 被害箇所確認書・被害状況報告書 

６ 復旧工事施工計画書 

損害原因の有無・範囲の決定 

復旧工事仕様書の作成 

復旧工事見積書の作成 

被害者との合意 

７ 補償交渉 

補償額の査定 

９ 補償の実施 

10 補償の完了 

８ 第三者損害に対する補償費負担等に関する協議書 



 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

     事務所長 

所 在 地 

社   名 

現場代理人               印 

 

家屋事前調査報告書 

１ 工事名 

２ 工事場所 

３ 工事施工予定期間 

４ 添付資料 

(１)家屋事前調査一覧表 

(２)案内図 

(３)家屋一覧表 

(４)家屋現状調査平面図 

(５)写真説明表 

(６)家屋現況写真 

 

 

 

(※提出部数１部)                          第１号様式(家屋事前調査報告書) 

  

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

    



 

 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

     事務所長 

所 在 地 

社   名 

現場代理人               印 

 

 

(工事名) 

 

地盤測定報告書 
 

 

(添付資料) 

(１)地盤測定位置図 

 

(２)地盤測定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※提出部数１部)                            第２号様式(地盤測定報告書) 

  

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

    



 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

 

      事務所長 

 

所 在 地 

社   名 

現場代理人               印 

 

(工事名) 

 

井戸等水位測定報告書 
 

 

(添付資料) 

 

(１)井戸等水位測定位置図 

 

(２)井戸等水位測定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※提出部数１部)                         第３号様式(井戸等水位測定報告書) 

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

    

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 



 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

     事務所長 

所 在 地 

社   名 

現場代理人               印 

 

被害状況報告書 
この被害は、当社施工の次の○○○○工事と因果関係を有しているものと判断しますので、 

貴市においてもその旨認定されるようお願いいたします。 

 

(添付資料)案内図、被害家屋一覧図、その他(地盤測定報告書、井戸等水位測定報告書) 

(※提出部数１部)                            第４号様式(被害状況報告書) 

    

工事名 
 

発生日時 令和 年 月 日 

被害物件名 

及び構造概要 

 

所在地 
 

事前調査番号 
 

被害者名 
所有者  

住所 
 

ＴＥＬ 

 

ＴＥＬ 

被害状況 

※工事着工後発生し

た被害はもちろん着

工前に損傷が拡大し

たものも併せて記載

すること。 

 

応急措置 

 

原因等所見 

※他の工事、交通振

動、自然沈下等、他

の原因によるものが

なかったか必ず記載

すること。 

 

備考 

※事務所監督員の意

見等を記載すること。 

 



 

 

 

損 傷 箇 所 確 認 書  

工 事 件 名  

所有者又は使用者  住所  

立 会 日 時  場所  

立会者 先方  当方 現場代理人  

１．損傷内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．費用負担の方法 

費用の負担は原則として金銭を以って行うものとする。 

上記の内容について確認しました。 

 

令和  年  月  日 請負人                  印 

 

令和  年  月  日 氏 名                  印 

添付書類一損傷箇所確認図                        第５号様式(損害箇所確認書) 

◎ 合意事項を記入する。 

◎ 損傷箇所は、確認図(平面図)に表示する。 

◎ 確認図は、本書に添付して割印する。 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

     事務所長 

所 在 地 

社   名 

請 負 人               印 

 

(工事名) 

復旧工事施工計画書 

 

１ 工事名 

２ 工事場所 

３ 工事施工期間 

４ 添付資料 

(１)復旧工事概要見積総括表図 

(２)案内図 

(３)被害家屋一覧図 

(４)復旧工事概略仕様書 

(５)復旧工事概算見積書 

(６)家屋現状調査平面図 

(７)写真説明表 

(８)被害箇所記録写真 

(９)委任状 

(建設共同企業体の場合) 

(10)その他関係資料 

(施工関係、地質想定図、地下水位測定及び水質調査資料、その他) 

 
 

 

 

(※提出部数１部)                          第６号様式(復旧工事施工計画書) 

  

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

    



 

 

 

令和   年   月   日 

    事務所長 

 

 

所 在 地 

社   名 

現場代理人               印 

 

 

損害物件修理報告書 
 

 

               工事の施行に伴って生じた軽微な損害物件については当社において 

修理しましたので，次の資料を添えて報告します。 

 

 

 

 

１ 工事被害箇所修理案内図 

 

２ 損害物件修理調書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  第７号様式(損害物件修理報告書) 

 



 

 

 

 

復旧工事仕様書 
令和   年   月   日作成 

第８号様式（復旧工事仕様

書） 

 所 在 地  居住者氏名  

 所在地住所  所在地氏名  

工事名  

復旧方法 

※主な復旧方法について記載すること。 

※詳細については内訳書により工種、数量等を表すこと。 



 

 

 

 
 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

     事務所長 
所 在 地 

社   名 

現場代理人              印 

 

 

折衝報告書 

工事件名  

被害者名  住所 
 

TEL(  ) 

折衝日時  場所 
 

折衝者 先方  当方  

折衝内容 

 

所見等 

 

(※提出部数１部)                           第９号様式(折衝報告書) 

 

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

    



 

 

 

復旧工事見積書 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)諸経費(木造建築物に相当する)を含めること                                    第10号様式(復旧工事見積書)

家屋調査番号 
 使用者名又は 

居住者氏名 

 

見積所 
 

内訳 

工種 形状寸法 数量 単位 単価 金額 摘要 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          



 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

 

    事務所長 

 

所 在 地 

社   名 

現場代理人               印 

 

 

損害補償費の査定について(依頼) 

 
貴社発注の次の                工事を当社において施工したところ、家屋被害

等の損害が発生しました。 

この損害補償を行うため、復旧工事(概算)仕様書及び復旧工事(概算)見積書を別添のとおり提出し

ますので、査定願います。 

 

１ 工事名 

２ 工期    令和  年  月  日～令和  年  月  日 

３ 被害者             ほか   名 

４ 被害状況 

５ 見積額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第11号様式(損害補償費査定依頼書) 



 

 

 

第三者損害に対する補償費負担等に関する協議書 

 

発注者横浜市(以下「甲」という。)と請負人○○○○○(以下「乙」という。)とは、乙が施工した

○○○○○○工事に起因して発生した、横浜市○○区○○町○○丁目○○番地○○○○の所有物件等

(別紙「確認事項」のとおり)の被害に対する補償については、次により補償を実施し、それぞれ負担

することを承諾するものとする。 

 

１ 協議事項 

(１)補償額は、別紙見積書のとおりとする。 

総額 ￥○○○○○．－ 

(２)補償金の負担額及び負担割合は、次のとおりとする。 

ア 甲 ￥○○○○○．－［○○％］ 

イ 乙 ￥○○○○○．－［○○％］ 

 

２ その他確認事項 

(１)第三者損害に対する補償は、乙が誠意をもってこれにあたり、迅速・適切に処理するものとす

る。 

(２)分割協議を要する負担割合については、次回以降の損害物件と併せて協議し、決定するものと

する。 

(３)乙は、補償総額のうち甲の負担分については、関係書類を添えて甲に請求するものとする。 

(４)この協議書につき、定めのない事項及び変更すべき特段の事由のあるときは、甲と乙とで別途

協議するものとする。 

 

この協議の成立を証するため、協議書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１通を保有す

る。 

 

令和   年   月   日 

 

甲  横浜市中区港町１丁目１番地 

横浜市 

横浜市長               印 

 

乙  (社名) 

(住所) 

(代表者氏名)             印 

 

 

第13号様式(補償費負担等協議書) 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第14号様式(復旧工事施工承諾書) 

  

 

 

復旧工事施工承諾書 

 

 

私は、横浜市下水道河川局発注による                  工事に

伴う損害に対する復旧工事について、貴殿が別紙復旧工事仕様書のとおり施行すること

を承諾します。 

 

１ 所在地 

 

２ 損害物件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

所有者(居住者)住所 

氏名又は名称                    印 

 

 

 

(請負人)                様 

横浜市長                様 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
(注)復旧工事による場合                       第15号様式(復旧工事完了確認書) 

  

 

 

復旧工事完了確認書 

 

 

私は、さきに承諾した損害物件の復旧工事が完了したことを確認し、このことについては貴社

及び横浜市に対して今後一切異議の申し立てをいたしません。 

 

 

１ 所在地 

 

２ 損害物件 

 

３ 工事完了日   令和   年   月   日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

所有者(居住者)住所 

氏名又は名称                     印 

 

 

(請負人)                様 

横浜市長                様 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(注)金銭補償のみの場合                              第16号様式(承諾書) 
  

 

 

承諾書 

 

 

金               円也 

私は、横浜市下水道河川局発注による                   工事

によって発生した物件の損害については、復旧工事並びに頭書の金額をもってすべて解

決することを承諾し、このことについては貴社及び横浜市に対して今後一切異議の申し

立てをいたしません。 

 

 

１ 所在地 

２ 損害物件 

 

 

 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

所有者(居住者)住所 

氏名又は名称                     印 

 

(請負人)               様 

横浜市長               様 



 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)金銭補償の場合                               第19号様式(領収書) 

 

 

領収書 
 

 

金               円也 

正に頭書の金額を領収いたしました。 

ただし、横浜市下水道河川局発注による                  工事

によって生じた損害物件の補償金として。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

所有者(居住者)住所 

氏名又は名称                     印 

 

 

 

 

(請負人)             様 



 

 

 

 

 

令和   年   月   

日 

 

    事務所長 

所 在 地 

社   名 

請 負 人               印 

 

損害補償実施届 
 

次のとおり損害補償を実施いたしました。 

 

 

 

 

 

１ 対象工事内容 

工事名  

工事場所  

契約金額 ￥ 

工事施工期間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

 

２ 補償内容 

対象物件 
復旧工事 代替物 金額 計 備考 

家屋 
件数      

金額      

井戸 
件数      

金額      

その他 

(駐車場等) 

件数      

金額      

合計 
件数      

金額      

(添付資料)損害補償実施総括表、復旧工事仕様書・見積書、復旧工事完了確認書、承諾書、領収書(写し)、 

受領書(写し)                         第21号様式(損害補償実施届) 

事務所長 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

    

請負人 

 見積内容等 

確認責任者 

電話  



 

 

 

 

1日未満で完了する作業の積算に関する特記仕様書 

 

平成29年10月１日制定 

令和６年４月１日改定 

   下水道河川局技術監理課    

 

 

１ 「１日未満で完了する作業の積算」（以下、「１日未満積算基準」と言う。）は、土木工事

標準積算基準書によるものとする。 

 

２ １日未満積算基準は、変更積算のみに適用する。 

 

３ 受注者は、施工パッケージ型積算基準と乖離があった場合に、１日未満積算基準の適用につ

いて協議を行うことができるものとする。 

 

４ 同一作業員の作業が他工種・細別の作業と組合せで１日作業となる場合には、１日未満積算

基準は適用しない。 

 

５ 受注者は、協議に当って、１日未満積算基準に該当することを示す書面その他協議に必要と

なる根拠資料（日報、実際の費用がわかる資料等）を監督職員に提出すること。実際の費用が

わかる資料（見積書、契約書、請求書等）により、施工パッケージ型積算基準との乖離が確認

できない場合には、１日未満積算基準は適用しない。 

 

６ 管内一円工事、災害復旧工事等で人工精算する場合、「時間的制約を受ける公共土木工事の

積算」を適用して積算する場合等、１日未満積算基準以外の方法によることが適当と判断され

る場合には、１日未満積算基準を適用しない。 

 

７ 施工箇所が点在する工事は、当該発注工事の総数量で判断する。ただし、現場条件等※によ

り、これによりがたい場合は協議するものとする。 

 

※ 現場条件等とは、管内一円工事や工事箇所が１kmを超えて点在する工事などのことをいう。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

デジタル工事写真の小黒板情報電子化に関する特記仕様書 

 

令和６年４月１日制定 

 （下水道河川局 技術監理課） 

 

 １ 適用  

この仕様書は、工事写真撮影において被写体画像の撮影と同時に工事写真における小黒板の記載情報を

電子的に記入し、現場撮影の省力化、写真整理の効率化に加え、工事写真の改ざん防止機能の向上を図る

ことを目的とした「デジタル工事写真の小黒板情報電子化」（以下小黒板の電子化）の対象となる工事に

適用する。 

 

 ２ 小黒板の電子化の実施 

請負人が工事写真の全部又は一部について小黒板の電子化を希望する場合は、事前に監督員の承諾を得

たうえで実施すること。 

 

 ３ 使用機器及びソフトウェア 

小黒板の電子化に使用する機器及びソフトウェア等は、請負人が選定、調達を行うものとする。選定に

あたっては、次の各号に示す要件を満たすものとし、使用前に監督員に提示すること。 

（１）写真管理基準等※に示す小黒板に記載する項目を電子的に記入ができること。 

（２）「電子政府における調達のために参照すべき暗号のリスト（CRYPTREC 暗号リスト）」に記載され

ている技術を使用した信憑性確認機能（改ざん検知機能）を有すること。使用機器の事例として、 

URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index_digital.html」 

に記載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を参照すること。 

なお、使用機器についてこの事例からの選定を指定するものではない。 

 

 ４ 情報の電子的記入  

請負人は、前条第１項の機器を使用して工事写真を撮影する場合は、写真管理基準等※に示す小黒板に

記載する必要事項について電子的記入を行い、画像として被写体と同時に記録することができる。 

 

 ５ 情報の電子的記入の取扱い 

前条の規定による小黒板の電子化にともなう情報の電子的記入は、横浜市の「デジタル写真管理情報基

準」に定める写真の編集には該当しないものとする。 

 

 ６ 信憑性の確認 

請負人は、前４項の規定により撮影した工事写真を電子納品するときは、写真の信憑性がチェック可能

な写真管理ソフトウェア若しくは工事写真ビューアソフト等を用いて、工事写真の信憑性を確認し、その

結果を併せて監督員に提出しなければならない。 

 

 



 

 

 

※写真管理基準等 

以下の該当する工事写真撮影に関する基準 

「土木工事（下水道）施工管理基準（Ⅲ 写真管理基準）」 

「現場施工写真撮影要領 （下水道機械・電気設備用）」 

  「土木工事施工管理基準」 

 


